
32

T
O
P
I

C
S

1

ト
ピ
ッ
ク
ス
 

日
立
、
松
下
が
給
与
制
度
か
ら
年
功
色
一
掃
 

労
使
関
係
 

　
日
立
製
作
所
と
松
下
電
器
産
業
は
そ
れ
ぞ

れ
、
管
理
職
以
外
の
従
業
員
に
対
し
て
、
新

た
な
賃
金
制
度
を
二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
導

入
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
両
社
と
も
、
年
功

的
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
た
給
与
項
目
を
一

掃
し
て
、
能
力
・
成
果
主
義
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
押
し
出
す
。
日
立
は
、
五
五
歳
ま
で
昇

給
が
確
保
さ
れ
て
い
る
「
基
本
能
力
給
」
を

廃
止
。
賃
金
項
目
を
「
本
給
」
に
一
本
化
し

て
、
能
力
や
成
果
な
ど
の
評
価
に
応
じ
て
賃

金
が
上
下
す
る
仕
組
み
に
移
行
す
る
。
一
方
、

松
下
は
、
四
五
歳
ま
で
の
年
齢
給
で
あ
る
「
基

礎
給
」
を
廃
止
。
管
理
職
一
歩
手
前
の
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
に
限
っ
て
は
、
評
価
次
第
で
賃

金
が
下
が
る
こ
と
も
あ
り
得
る
制
度
に
切
り

替
え
る
。 

 

　
　
　
◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎ 

 

日
立
の
新
制
度
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
総
合
職
と
現
場
で
働
く
技
能
職
を
区
別
せ

ず
、
す
べ
て
の
従
業
員
の
賃
金
項
目
を
「
本

給
」
に
一
本
化
す
る
の
が
特
徴
。
具
体
的
に

は
、
職
能
資
格
等
級
ご
と
に
、
賃
金
の
下
限

と
上
限
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
「
本
給
レ

ン
ジ
」
を
設
定
。
評
価
に
応
じ
て
、
レ
ン
ジ

の
範
囲
内
で
賃
金
額
が
変
動
す
る
仕
組
み
と

す
る
。 

 

総
合
職
で
四
区
分
、
技
能
職
で
五
区
分
あ

る
職
能
資
格
等
級
の
格
付
け
は
「
能
力
」
評

価
を
も
と
に
行
う
が
、
本
給
レ
ン
ジ
で
の
賃

金
改
訂
は
、
「
行
動
・
プ
ロ
セ
ス
」
と
「
成

果
」
の
両
方
を
も
と
に
評
価
す
る
。 

 

評
価
は
も
っ
と
も
良
い
「
Ｊ
１
」
か
ら
、

も
っ
と
も
悪
い
「
Ｊ
５
」
ま
で
の
五
段
階
で

示
さ
れ
る
。
Ｊ
１
〜
Ｊ
３
ま
で
の
評
価
な
ら

昇
給
す
る
が
、
Ｊ
４
で
は
昇
給
ゼ
ロ
。
Ｊ
５

だ
と
降
給
だ
。
技
能
職
で
も
制
度
上
は
降
給

が
あ
り
得
る
。
た
だ
し
、「
よ
ほ
ど
の
こ
と
が

な
い
限
り
、
降
給
に
は
な
ら
な
い
」（
同
社
広

報
部
）。
評
価
の
仕
組
み
を
透
明
に
す
る
た

め
、
能
力
の
評
価
基
準
は
「
能
力
定
義
書
」

で
、
行
動
・
プ
ロ
セ
ス
の
評
価
基
準
は
「
行

動
規
準
書
」
で
あ
ら
か
じ
め
示
す
。
さ
ら
に
、

評
価
を
従
業
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
も
制
度
に
組
み
込
ん
で
い
る
。 

 

現
在
の
賃
金
制
度
で
は
、
労
使
協
定
で
五

五
歳
ま
で
原
則
的
に
昇
給
す
る
こ
と
が
確
約

さ
れ
て
い
る
「
基
本
能
力
給
」
の
ほ
か
、「
職

能
給
」「
資
格
給
」「
職
務
給
」
―
―
な
ど
が

あ
る
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
賃
金
項
目
を
全
廃

し
、「
本
給
」
へ
一
本
化
し
た
こ
と
で
「
定
昇｣

的
な
給
与
が
一
掃
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

会
社
は
「
以
前
か
ら
実
力
・
成
果
で
処
遇
し

て
お
り
、『
基
本
能
力
給
』
も
昇
給
幅
が
査
定

で
一
人
ひ
と
り
異
な
る
」
と
し
て
、「
も
と
も

と
定
昇
は
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。 

 

新
制
度
に
な
っ
て
も
賃
金
の
原
資
は
現
在

と
変
わ
ら
な
い
。
会
社
は
「
賃
金
を
下
げ
る

目
的
で
は
な
い
。
い
か
に
実
力
・
成
果
を
よ

り
反
映
さ
せ
る
か
が
今
回
の
制
度
改
訂
の
狙

い
」
と
説
明
し
て
い
る
。 

   

事
務

と
技
能
で
運
用
に
差 

　
松
下
は
現
在
、「
基
礎
給
」「
仕
事
給
」「
実
績

給
」
―
―
の
三
項
目
で
賃
金
体
系
の
基
本
を

構
成
し
、「
基
礎
給
」
は
年
齢
別
に
絶
対
額
が

設
定
さ
れ
、
四
五
歳
ま
で
増
額
す
る
事
実
上

の
年
齢
給
と
な
っ
て
い
る
。「
仕
事
給
」
は
、

主
事
、
主
任
、
担
任
と
い
っ
た
「
仕
事
グ
ル

ー
プ
」
別
に
絶
対
額
が
決
ま
っ
て
い
る
。「
実

績
給
」
は
、「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
別
の
ゾ
ー
ン

給
（
レ
ン
ジ
給
）
で
、
上
限
額
と
下
限
額
が

設
定
さ
れ
た
ゾ
ー
ン
の
な
か
で
、
能
力
や
仕

事
の
習
熟
度
合
い
の
評
価
な
ど
を
も
と
に
昇

給
し
て
い
く
仕
組
み
だ
。 

　
新
制
度
の
特
徴
は
ま
ず
、「
基
礎
給
」
の
廃

止
。
そ
し
て
、
二
つ
め
の
特
徴
が
、「
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
の
主
任
以
上
ク
ラ
ス
」
と
「
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
主
任
よ
り
も
下
の
ク
ラ
ス
お

よ
び
技
能
職
」
と
で
、「
実
績
給
」
の
運
用
方

法
に
違
い
を
設
け
る
点
だ
。 

 

新
し
い
実
績
給
の
内
容
を
詳
し
く
み
る
と

、

「
主
任
」
以
上
ク
ラ
ス
で
は
、
能
力
や
仕
事

の
習
熟
度
合
い
の
評
価
に
応
じ
て
変
動
す
る

「
等
級
」（
グ
レ
ー
ド
）
を
新
設
す
る
。
各
「
等

級
」
に
は
絶
対
額
が
割
り
振
ら
れ
、
評
価
が

上
が
っ
て
「
等
級
」
が
上
が
れ
ば
そ
れ
だ
け

賃
金
も
増
え
、
逆
に
評
価
が
下
が
っ
て
「
等

級
」
が
下
が
れ
ば
、
賃
金
が
減
る
可
能
性
が

あ
る
。 

 

一
方
、「
主
任
」
よ
り
下
の
ク
ラ
ス
と
技
能

職
に
つ
い
て
は
、
実
績
給
の
絶
対
額
が
一
定

の
水
準
に
達
す
る
ま
で
は
、
昇
給
が
確
保
さ

れ
る
仕
組
み
。
評
価
が
悪
い
場
合
に
は
昇
給

が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、
マ
イ

ナ
ス
は
な
い
。 

   

電
機

の
制
度
改
革
は
一
巡 

 

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
、
能
力
・
成
果
主

義
を
強
化
す
る
方
向
へ
の
賃
金
制
度
改
革
は

こ
れ
で
一
巡
し
た
格
好
だ
。
成
果
主
義
賃
金

の
導
入
に
先
鞭
を
つ
け
た
富
士
通
。
東
芝
は

二
〇
〇
二
年
に
、
四
五
歳
ま
で
自
動
的
に
昇

給
し
て
い
た
「
基
礎
給
」
に
つ
い
て
昇
給
の

上
限
を
三
五
歳
に
引
き
下
げ
た
。
三
菱
電
機

も
新
制
度
の
二
〇
〇
四
年
四
月
導
入
を
め
ざ

し
、
現
在
労
使
で
協
議
を
続
け
て
い
る
。 

 

各
社
の
新
制
度
を
み
て
み
る
と
、
日
立
の

よ
う
に
全
面
的
か
、
松
下
の
よ
う
に
部
分
的

か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
賃
金
の
上
限
と
下

限
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
「
レ
ン
ジ
」
を
決

め
、
レ
ン
ジ
の
な
か
で
は
能
力
や
成
果
に
応

じ
て
昇
給
し
、
同
じ
レ
ン
ジ
に
と
ど
ま
る
限

り
は
一
定
水
準
以
上
、
賃
金
が
上
が
ら
な
い

仕
組
み
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
形
が
最
近

の
成
果
主
義
賃
金
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
言

え
そ
う
だ
。 

 

ま
た
、
賃
金
制
度
改
革
で
は
定
昇
廃
止
や

成
果
主
義
ば
か
り
に
目
が
い
き
が
ち
だ
が
、

日
立
が
行
動
・
プ
ロ
セ
ス
も
重
視
し
て
評
価

し
、
「
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
降
給
は

な
い
」
と
し
た
こ
と
や
、
松
下
が
入
社
間
も

な
い
事
務
技
術
系
の
社
員
と
技
能
職
に
つ
い

て
一
定
の
水
準
ま
で
と
は
い
え
昇
給
を
確
保

し
た
点
は
、
ア
メ
リ
カ
型
と
は
一
線
を
画
す
、

人
の
能
力
も
取
り
込
ん
だ
仕
事
規
準
に
よ
る

日
本
的
な
職
務
給
の
方
向
性
と
し
て
注
目
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
　
（
調
査
部
・
荒
川
創
太
） 
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都
道
府
県
職
員
の
給
与
も
５
年
連
続
マ
イ
ナ
ス
へ
 

労
使
関
係
 

兵庫県も県議会の決定ですでに独自の給与カット 
を決めている（兵庫県庁） 

　
四
七
都
道
府
県
の
○
三
年
度
の
人
事
委
員

会
勧
告
が
、
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
出
揃
っ

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
各
議
会
に
給
与
改
正

の
条
例
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
に
続

き
今
年
の
勧
告
も
、
大
阪
を
除
き
軒
並
み
、

都
道
府
県
職
員
（
一
般
行
政
職
）
の
給
与
が

民
間
を
上
回
る
「
逆
較
差
」（
平
均
〇
・
八
〇

〜
二
・
九
四
％
）
と
判
断
。
月
例
給
を
平
均

〇
・
八
〇
〜
一
・
六
四
％
の
範
囲
で
引
き
下

げ
る
ほ
か
、
民
間
の
ボ
ー
ナ
ス
に
当
た
る
期

末
・
勤
勉
手
当
を
〇
・
二
五
カ
月
分
カ
ッ
ト

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
す
べ
て
の
都
道
府
県
職
員
の

年
収
は
五
年
連
続
で
ダ
ウ
ン
。
減
少
幅
は
平

均
一
六
〜
一
八
万
円
と
、
国
家
公
務
員
（
一

六
万
三
〇
〇
〇
円
減
）
を
上
回
り
、
過
去
最

大
と
な
る
見
通
し
だ
。 

   

独
自

カ
ッ
ト
と
の
兼
ね
合
い
が
焦
点 

 

各
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
よ
る
俸
給
表
改

定
と
は
別
に
、
議
会
が
決
定
し
た
特
例
条
例

で
す
で
に
独
自
に
給
与
カ
ッ
ト
し
て
い
る
の

は
、
東
京
、
大
阪
を
は
じ
め
新
潟
、
群
馬
、

埼
玉
、
長
野
、
滋
賀
、
京
都
、
奈
良
、
和
歌

山
、
兵
庫
、
広
島
、
鳥
取
、
島
根
、
福
岡
、

熊
本
―
―
の
一
六
都
府
県
。
こ
れ
ら
の
自
治

体
に
と
っ
て
、
今
回
の
勧
告
は
ダ
ブ
ル
削
減

に
つ
な
が
る
も
の
だ
。
ま
た
、
長
野
、
滋
賀
、

京
都
、
奈
良
、
大
阪
、
兵
庫
、
広
島
、
鳥
取
、

島
根
、
熊
本
―
―
は
、
特
例
条
例
に
よ
る
減

額
後
の
給
与
が
民
間
を
下
回
る
「
正
較
差
」

も
算
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
今
年
の
各

人
事
委
員
会
勧
告
は
、
四
月
か
ら
の
マ
イ
ナ

ス
改
定
分
を
一
二
月
期
末
手
当
な
ど
で
調
整

す
る
方
法
に
関
し
て
、
対
応
が
分
か
れ
た
の

が
特
徴
と
言
え
る
。 
 

各
勧
告
の
調
整
方
法
を
み
る
と
、
地
方
公

務
員
と
民
間
と
の
公
民｢

較
差
率｣

を
基
準
に

減
額
措
置
を
求
め
た
自
治
体
が
一

五
県
で
、
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て

｢

国
の
較
差
率｣（
マ
イ
ナ
ス
一
・

〇
七
％
）
で
減
額
し
た
自
治
体
が

青
森
、
山
形
の
二
県
。
一
方
、
こ

れ
ら
の
較
差
に
よ
ら
ず
、
独
自
の

判
断
で｢

減
額
改
定｣

の
実
施
を
求

め
た
の
が
、
新
潟
、
岐
阜
の
二
県

と
な
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
特
例
条
例
に
よ
る
給
与

カ
ッ
ト
が
す
で
に
較
差
分
を
上
回

る
な
ど
の
理
由
で
、
措
置
を
求
め

な
い
と
し
た
の
は
長
野
、
滋
賀
、
京
都
、
大

阪
、
広
島
、
鳥
取
―
―
の
六
府
県
（
島
根
は

言
及
な
し
）。
た
だ
し
、こ
れ
ら
の
判
断
基
準

に
よ
ら
ず
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
が
、｢

所

要
の
調
整
措
置
」
な
ど
の
表
現
で
労
使
交
渉

に
委
ね
た
ケ
ー
ス
で
二
一
都
道
県
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。 

 

調
整
措
置
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
個
別

精
算
方
式
（
＝
四
月
時
点
で
改
定
が
行
わ
れ

て
い
た
と
仮
定
し
て
給
与
を
算
出
し
直
し
、

支
給
済
み
給
与
と
の
差
を
減
額
す
る
方
式
）

に
関
連
し
て
、
団
体
交
渉
権
侵
害
や
不
利
益

遡
及
性
を
め
ぐ
り
、
国
公
労
連
、
自
治
労
全

道
庁
本
部
、
静
岡
県
職
組
、
群
馬
県
職
労
―

―
な
ど
が
提
訴
し
た
。
今
年
、
人
事
院
が
勧

告
し
た
の
は
、
定
率
（
制
度
）
調
整
方
式
（
＝

四
月
時
点
の
現
行
給
与
に
官
民
較
差
を
定
率

で
乗
じ
、
そ
の
額
を
四
月
か
ら
実
施
前
月
ま

で
の
月
数
分
減
額
す
る
方
式
）
で
あ
る
と
は

い
え
、
労
使
の
判
断
に
任
せ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
た
の
は
、
こ
う
し
た
状
況
へ
の
配
慮
か
も

し
れ
な
い
。 

   

手
当
関
係

で
も
強
ま
る
独
自
色 

 

各
人
事
委
員
会
勧
告
は
ま
た
、
配
偶
者
へ

の
扶
養
手
当
を
五
○
○
円
引
き
下
げ
て
月
額

一
万
三
五
○
○
円
に
す
る
ほ
か
、
自
治
体
に

よ
っ
て
は
住
居
、
通
勤
、
調
整
、
寒
冷
地
、

特
殊
勤
務
、
退
職
―
―
な
ど
の
諸
手
当
の
見

直
し
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

諸
手
当
関
係
で
も
自
治
体
の
独
自
色
が
打
ち

出
さ
れ
た
点
が
、
今
年
の
各
勧
告
の
も
う
一

つ
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

例
え
ば
、
人
事
院
勧
告
が
新
築
・
購
入
後

五
年
に
限
り
六
年
め
以
降
は
廃
止
と
し
た
、

自
宅
保
有
者
に
対
す
る
住
宅
手
当
に
つ
い
て
、

同
様
の
勧
告
を
行
っ
た
自
治
体
は
岩
手
、
島

根
、
佐
賀
の
三
県
に
す
ぎ
な
い
。
要
検
討
と

し
た
の
は
秋
田
、
山
形
、
神
奈
川
、
兵
庫
、

鹿
児
島
の
五
県
で
、
言
及
な
し
が
二
六
県
。

一
方
、
六
年
め
以
降
も
残
し
つ
つ
減
額
を
勧

告
し
た
自
治
体
が
、
北
海
道
、
福
島
、
茨
城
、

富
山
、
石
川
、
福
井
、
静
岡
、
三
重
、
和
歌

山
、
広
島
、
鳥
取
、
山
口
、
宮
崎
―
―
の
一

三
県
。
そ
の
す
べ
て
で
国
を
上
回
る
カ
ッ
ト

幅
（
一
〇
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
円
）
だ
っ
た
。 

 

ま
た
、
調
整
手
当
の
う
ち
異
動
保
障
手
当

に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
が
「
ワ
ン
タ
ッ

チ
受
給
」
防
止
の
た
め
支
給
対
象
地
域
に
六

カ
月
以
上
在
勤
し
た
職
員
の
異
動
に
限
り
、

支
給
期
間
を
三
年
か
ら
二
年
に
短
縮
、
二
年

め
の
支
給
を
現
行
の
八
割
に
引
き
下
げ
る
と

し
た
の
に
対
し
、
岩
手
、
奈
良
、
島
根
、
宮

崎
が
異
動
保
障
手
当
そ
の
も
の
の
廃
止
（
た

だ
し
一
年
間
の
経
過
措
置
な
ど
）
を
勧
告
。 

 

退
職
手
当
に
つ
い
て
も
、
東
京
な
ど
が
独

自
に
見
直
す
よ
う
求
め
て
い
る
。 

 

勧
告
を
待
た
ず
、
独
自
の
給
与
カ
ッ
ト
に

踏
み
切
る
自
治
体
が
増
え
る
な
か
、
公
民
較

差
の
取
り
扱
い
は
一
律
で
な
く
、
都
道
府
県

間
の
格
差
は
手
当
関
係
に
も
及
ぼ
う
と
し
て

い
る
。
自
治
体
職
員
労
組
に
と
っ
て
は
、
取

り
組
み
の
焦
点
が
、
ダ
ブ
ル
削
減
阻
止
に
移

る
な
ど
、
厳
し
さ
は
増
す
一
方
だ
。 

　
　
　
　
　 

（
調
査
部
・
渡
邊
木
綿
子
） 
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連
合
・
笹
森
清
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
 

労
働
運
動
 

笹森氏 

　
一
〇
月
の
第
八
回
連
合
大
会
で
会
長
に
再

選
さ
れ
た
笹
森
清
氏
は
、
本
誌
と
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
最
重
要
課

題
と
す
る
こ
と
を
表
明
。
各
産
別
で
の
企
業

グ
ル
ー
プ
内
の
関
連
企
業
組
織
化
を
強
め
る

と
と
も
に
、
地
方
連
合
が
非
典
型
労
働
者
を

カ
バ
ー
す
る
な
ど
、
産
別
加
盟
を
原
則
と
す

る
従
来
型
の
組
織
拡
大
戦
略
を
改
め
る
考
え

を
示
し
た
。
年
明
け
に
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
ル

ー
ト
パ
ー
ト
２
を
実
施
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
、
産
別
、
単
組
な
ど
の
役
割
分
担
と
組

合
費
配
分
の
見
直
し
に
向
け
た
話
し
合
い
を

進
め
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
。
〇
四
春
闘
に

つ
い
て
は
、
中
小
の
賃
上
げ
実
現
と
大
手
と

の
格
差
是
正
に
強
い
意
欲
を
見
せ
た
。 

 

―
―
先
の
連
合
第
八
回
定
期
大
会
で
、
再
選

を
果
た
し
、
会
長
二
期
目
に
突
入
し
た
。
今

後
二
年
間
の
課
題
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
欲
し

い
。 

 

「
ま
ず
、
連
合
評
価
委
員
会
の
提
言

を
極
力
と
り
入
れ
て
運
動
方
針
を
つ
く

り
、
具
現
化
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
決

め
て
、
具
体
的
な
運
動
を
展
開
す
る
。

全
構
成
組
織
が
同
じ
考
え
方
を
共
有
し
、

労
組
の
再
生
活
性
化
に
向
け
て
運
動
を

強
化
・
構
築
し
て
い
く
」 

―
―
連
合
評
価
委
員
会
で
は
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
、
産
別
、
単
組
と
の
関

わ
り
の
問
題
点
を
指
摘
さ
れ
た
。
ア
ク

シ
ョ
ン
ル
ー
ト
パ
ー
ト
２
で
は
、
こ
の

三
階
建
て
構
造
の
役
割
の
見
直
し
を
議
論
す

る
と
し
て
い
る
が
。 

 

「
効
率
的
な
組
合
運
営
と
組
合
員
へ
の
組

合
費
の
還
元
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
組

合
員
の
意
向
を
捉
え
な
が
ら
の
運
動
の
共
有

認
識
の
構
築
が
必
要
だ
。
ア
ク
シ
ョ
ン
ル
ー

ト
パ
ー
ト
２
で
は
、
三
階
建
て
構
造
だ
け
で

な
く
、
地
方
連
合
、
国
際
労
働
団
体
に
対
応

す
る
組
織
な
ど
も
含
め
た
役
割
分
担
の
見
直

し
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
組
合
費
の
再
配
分
を

行
い
た
い
。
単
組
ま
で
入
っ
て
欲
し
く
な
い

と
い
う
産
別
も
あ
る
が
、
相
談
し
て
、
年
内

に
具
体
的
な
行
動
日
程
と
内
容
を
固
め
る
」 

   

◆
組
織
拡
大

が
メ
イ
ン 

―
―
組
織
の
強
化
・
拡
大
で
は
、「
組
合
づ
く

り
・
第
二
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２１
構
想
」

を
提
起
し
て
、
向
こ
う
二
年
間
で
五
四
万
人

の
組
織
拡
大
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。 

 

「
組
織
拡
大
は
、
二
期
目
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
。
目
標
値
は
、
各
産
別
な
ど
の
獲
得
目
標

を
積
み
上
げ
た
。
産
別
に
一
番
や
っ
て
欲
し

い
こ
と
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
内
の
無
組
合
企

業
の
組
織
化
だ
。
関
連
企
業
の
組
織
化
が
遅

れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を
放
置
し
な
い
。
今

ま
で
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
な
か
っ
た
業
種
に
つ
い
て
は
、
連

合
本
部
が
そ
れ
ぞ
れ
組
織
化
チ
ー
ム
を
編
成

し
て
加
盟
促
進
を
行
う
」 

―
―
非
典
型
労
働
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。 

 

「
組
織
拡
大
は
産
別
・
単
組
の
役
割
と
決

ま
っ
て
い
た
。
だ
が
、
総
評
時
代
は
資
金
力

の
あ
る
地
方
オ
ル
グ
が
、
そ
こ
を
カ
バ
ー
し

て
い
た
。
今
、
地
方
連
合
の
中
に
は
、
電
話

相
談
等
の
活
動
の
中
で
組
合
を
結
成
し
た
と

こ
ろ
な
ど
、
産
別
な
し
で
直
加
盟
し
た
い
と

い
う
労
組
が
か
な
り
あ
る
。
こ
れ
ら
は
組
織

率
に
含
め
て
お
ら
ず
、
地
方
連
合
が
無
償
援

助
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
労
組
を
地

方
連
合
加
盟
に
す
る
と
か
地
域
ユ
ニ
オ
ン
的

な
も
の
を
認
め
る
方
向
で
組
織
拡
大
を
考
え

な
い
と
、
非
典
型
労
働
者
の
カ
バ
ー
は
難
し

い
。
産
別
加
盟
が
原
則
と
い
っ
た
産
別
の
テ

リ
ト
リ
ー
の
中
で
組
織
拡
大
を
考
え
る
よ
う

な
限
定
を
少
し
取
り
払
い
、
違
っ
た
形
の
組

織
拡
大
を
や
る
べ
き
だ
。
産
別
と
は
意
見
が

異
な
る
部
分
だ
が
、
ア
ク
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
パ

ー
ト
２
で
は
、
地
方
連
合
会
の
役
割
と
、
そ

れ
に
伴
う
組
合
費
の
配
分
見
直
し
に
つ
い
て

も
話
し
合
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」 

―
―
連
合
の
主
張
す
る
「
雇
用
、
将
来
、
安

全
へ
の
不
安
」
を
取
り
除
く
た
め
、
ど
ん
な

運
動
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

「
二
一
世
紀
型
の
働
き
方
、
暮
ら
し
方
を

加
味
し
た
上
で
、
労
働
時
間
と
雇
用
、
賃
金

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
組
合
か
ら
提
起
し
て

い
く
。
具
体
的
に
は
、
①
若
年
無
業
者
や
定

業
を
持
た
な
い
若
年
者
と
、
生
活
を
支
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
役
世
代
の
世
代
間
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
②
現
役
世
代
内
で
今
以
上

の
リ
ス
ト
ラ
拡
大
を
避
け
て
、
雇
用
創
出
を

図
る
―
―
を
訴
え
る
。
こ
れ
ら
は
企
業
が
全

力
を
傾
け
る
べ
き
部
分
で
あ
り
、
行
政
サ
イ

ド
か
ら
も
雇
用
創
出
し
や
す
い
新
し
い
働
き

方
の
提
起
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
。
失
業
者
へ

の
職
業
訓
練
を
含
め
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消

策
も
欠
か
せ
な
い
。
必
要
と
な
る
法
整
備
等

の
財
政
の
裏
づ
け
は
、
特
別
会
計
の
中
の
雇

用
三
事
業
に
メ
ス
を
入
れ
、
不
具
合
な
部
分

を
思
い
切
っ
て
見
直
す
。
政
労
使
雇
用
対
策

会
議
で
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
」 

   

◆
社
会
保
障

で
調
査
会
を 

―
―
年
金
を
始
め
と
す
る
社
会
保
障
制
度
改

革
に
不
安
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

 

「
年
金
、
医
療
、
介
護
、
雇
用
の
社
会
保

障
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
民
負
担
と
給
付
の

問
題
に
税
制
を
加
え
て
ト
ー
タ
ル
で
見
直
す

こ
と
だ
。
今
は
、
政
府
税
制
調
査
会
、
財
政

制
度
等
審
議
会
、
社
会
保
障
審
議
会
、
経
済

財
政
諮
問
会
議
の
四
つ
の
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ

方
向
性
の
異
な
る
建
議
や
中
間
報
告
な
ど
を

出
し
て
い
る
。
省
庁
間
、
与
党
二
党
間
、
与

野
党
間
の
考
え
方
の
相
違
か
ら
、
財
源
を
理

由
と
す
る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
し
か
な
い
。
本



35

トピックス 

来
な
ら
ば
、
今
の
給
付
と
負
担
、
潜
在
的
国

民
負
担
率
を
含
め
て
総
合
的
に
見
直
し
、
全

体
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
雇
用
形

態
の
違
い
で
保
険
料
の
徴
収
方
式
が
異
な
る

分
立
型
の
修
正
が
必
要
だ
し
、
第
三
号
適
用

者
だ
け
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ
と

も
問
題
だ
。
官
民
で
仕
組
み
が
異
な
る
の
も

お
か
し
い
。
こ
う
し
た
問
題
を
放
っ
た
ま
ま

で
の
改
革
に
は
限
界
が
あ
る
。
社
会
保
障
制

度
調
査
会
の
よ
う
な
超
党
派
で
論
議
す
る
場

を
国
会
に
設
置
し
、
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
階
層

の
人
た
ち
か
ら
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
。
連
合

は
納
税
者
と
し
て
の
意
識
を
持
ち
、
痛
み
を

感
じ
て
い
る
立
場
で
注
文
を
つ
け
て
い
く
」 

―
―
治
安
・
安
全
問
題
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。 

　
「
安
全
へ
の
不
安
は
教
育
問
題
に
行
き
当

た
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
青
少
年
の
凶
悪
犯

罪
が
多
発
す
る
背
景
に
、
働
き
過
ぎ
で
家
庭

や
地
域
を
顧
み
な
い
ツ
ケ
が
回
っ
て
き
て
は

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
働

き
方
、
暮
ら
し
方
の
問
題
に
つ
な
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
企
業
内
の
事
故
・
災
害
問
題

は
、
行
き
過
ぎ
た
リ
ス
ト
ラ
・
合
理
化
が
も

た
ら
す
安
全
管
理
の
欠
如
に
つ
き
る
の
で
は

な
い
か
。
企
業
経
営
者
に
猛
省
を
促
し
た
い
」 

―
―
０４
春
闘
で
は
、
ベ
ア
要
求
は
見
送
り
、

定
昇
相
当
分
の
維
持
・
確
保
を
要
求
す
る
一

方
、
中
小
で
は
初
め
て
五
二
〇
〇
円
の
要
求

を
決
め
た
。
日
本
経
団
連
は
賃
金
制
度
の
見

直
し
に
よ
る
定
期
昇
給
の
廃
止
、
さ
ら
に
は

ベ
ー
ス
ダ
ウ
ン
も
検
討
対
象
だ
と
し
て
い
る
。 

 

「
労
働
者
個
々
人
に
と
っ
て
は
、
賃
金
カ

ー
ブ
維
持
分
だ
ろ
う
が
定
期
昇
給
だ
ろ
う
が

自
分
の
賃
金
が
昨
年
に
比
べ
て
ど
れ
だ
け
上

が
る
か
と
い
う
賃
金
引
き
上
げ
に
変
わ
り
は

な
い
。
だ
か
ら
、
大
手
に
つ
い
て
は
企
業
業

績
の
回
復
状
況
に
応
じ
て
判
断
を
ゆ
だ
ね
る
。

定
昇
が
あ
る
と
こ
ろ
は
そ
れ
を
確
保
す
れ
ば
、

本
人
に
と
っ
て
は
賃
金
引
き
上
げ
に
な
る
。

定
昇
分
の
全
く
な
い
中
小
な
ど
の
指
標
は
、

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
く
賃
金
が
上

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
生
活
の
維
持
向

上
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
カ
ー
ブ
維
持
分

に
つ
い
て
は
獲
得
す
る
。
景
気
が
回
復
し
、

状
況
が
変
わ
れ
ば
ベ
ア
は
当
然
、
復
元
す
る
」 

 

「
過
去
二
年
、
雇
用
維
持
を
最
優
先
に
考

え
た
か
ら
こ
そ
、
労
働
側
か
ら
ベ
ア
要
求
し

な
い
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
を
賃
金
引

き
下
げ
な
ど
と
主
張
し
て
く
る
経
営
側
に
は
、

日
本
の
経
済
問
題
、
企
業
運
営
、
雇
用
条
件

を
考
え
て
い
る
の
か
、
と
問
い
正
し
た
い
」 

   
◆
総
額
原
資

チ
ェ
ッ
ク
を 

―
―
日
立
製
作
所
が
定
期
昇
給
制
度
の
全
廃

を
決
め
る
な
ど
、
年
功
賃
金
の
基
本
だ
っ
た

定
昇
の
廃
止
が
進
ん
で
い
る
。
定
昇
分
が
確

保
さ
れ
て
も
定
昇
圧
縮
と
い
う
問
題
も
あ
る
。 

 

「
戦
後
続
い
て
き
た
日
本
の
賃
金
体
系
・

制
度
が
、
終
身
雇
用
・
年
功
賃
金
か
ら
成
果

主
義
的
、
能
力
主
義
的
な
賃
金
に
変
わ
っ
て

い
く
。
こ
れ
は
こ
れ
で
時
代
の
変
化
と
し
て

意
味
が
あ
る
が
、
全
て
の
労
働
者
が
成
果
主

義
に
移
行
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
。

基
幹
労
働
と
し
て
の
積
み
重
ね
の
中
で
必
ず

長
期
的
雇
用
を
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

部
分
と
能
力
主
義
・
成
果
主
義
が
適
用
さ
れ

る
部
分
が
あ
り
、
そ
の
範
囲
を
労
使
交
渉
で

決
め
る
こ
と
に
な
る
。
成
果
主
義
を
採
り
入

れ
た
場
合
に
は
評
価
の
シ
ス
テ
ム
と
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
確
立
が
前
提
条
件
。
今
ま
で
の
年

功
賃
金
ス
ラ
イ
ド
方
式
で
や
っ
て
い
た
労
使

交
渉
よ
り
も
企
業
内
の
労
使
交
渉
が
よ
り
シ

ビ
ア
に
な
る
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
き
ち
ん

と
作
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
企
業
別
労
組

の
交
渉
力
が
、
制
度
変
更
部
分
に
つ
い
て
の

重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
」 

 

「
定
昇
を
廃
止
し
た
場
合
、
総
額
原
資
が

ど
う
な
る
か
の
確
認
を
必
ず
す
る
。
今
ま
で

年
功
賃
金
が
あ
っ
て
定
昇
が
あ
り
、
ベ
ア
が

あ
っ
た
。
年
功
賃
金
の
ス
ラ
イ
ド
の
中
で
、

査
定
の
部
分
に
つ
い
て
は
経
営
側
の
問
題
だ

か
ら
労
働
側
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
だ
っ
た
。
成
果

主
義
に
変
え
て
も
査
定
は
経
営
権
の
問
題
だ

か
ら
組
合
に
提
起
す
る
必
要
な
し
と
い
う
の

で
は
困
る
。
賃
金
制
度
の
見
直
し
イ
コ
ー
ル

総
額
原
資
の
抑
制
で
は
な
い
」 

―
―
五
二
〇
〇
円
と
い
う
額
が
結
果
的
に
上

限
に
な
っ
て
し
ま
う
懸
念
は
な
い
の
か
。
五

二
〇
〇
円
の
実
効
性
は
ど
う
か
。 

 

「
定
昇
制
度
の
あ
る
と
こ
ろ
は
そ
ん
な
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
ト
ヨ
タ
は
定
昇

六
五
〇
〇
円
。
電
力
も
平
均
定
昇
は
約
六
二

〇
〇
円
だ
。
定
昇
制
度
の
な
い
と
こ
ろ
に
し

て
も
、
大
手
は
元
々
ベ
ー
ス
が
高
く
、
組
合

は
自
力
で
交
渉
で
き
る
陣
立
て
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
て
い
る
。
連
合
の
役
割
は
、
中
小
に

対
し
、
き
ち
ん
と
目
配
り
し
て
底
上
げ
を
図

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
出
し
た
数
字
を
逆
利

用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
も
し
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
大
手
組
合
が
悪
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
利

用
さ
れ
る
よ
う
な
交
渉
を
し
て
は
な
ら
な
い
」 

 
「
中
小
は
い
つ
も
最
終
獲
得
目
標
三
〇
〇

〇
円
と
決
め
て
い
て
、
そ
れ
で
も
届
か
な
い

の
だ
か
ら
高
い
ハ
ー
ド
ル
だ
。
Ｊ
Ｃ
を
中
心

と
す
る
大
手
労
組
の
中
に
は
『
連
合
は
春
闘

を
構
築
し
な
い
で
い
い
、
賃
金
に
つ
い
て
何

も
言
及
し
な
い
で
』
と
い
っ
て
く
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
な
ら
ば
逆
に
、
Ｊ
Ｃ
春
闘
と
は
何

な
の
か
を
、
時
代
が
変
わ
っ
た
と
き
に
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
？
　
産
別
統
一
闘
争
と

い
う
も
の
が
問
わ
れ
る
時
期
に
き
て
い
る
」 

　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
新
井
栄
三
） 

　
連
合
の
二
〇
〇
四
〜
〇
五
年
度
の
運
動
方

針
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、
労
働
運
動

の
再
生
に
向
け
、
①
組
織
強
化
・
拡
大
②
雇

用
の
安
定
③
企
業
別
組
合
の
限
界
の
克
服
―

―
な
ど
を
最
重
要
課
題
に
掲
げ
て
い
る
。 

　
組
織
の
強
化
・
拡
大
で
は
、
向
こ
う
二
年

間
で
五
四
万
人
の
組
合
員
を
増
や
す
計
画
を

打
ち
出
し
た
。
目
標
数
値
は
、
産
別
な
ど
構

成
組
織
で
四
二
万
二
〇
〇
〇
人
、
地
方
連
合

会
独
自
で
六
万
人
、
連
合
本
部
で
六
万
人
。

連
合
本
部
は
マ
ス
コ
ミ
、
建
設
、
食
品
、
金

融
・
商
社
の
四
分
野
で
組
織
化
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
加
盟
促
進
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
。 

　
雇
用
問
題
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
創
出
は

国
の
責
任
だ
と
指
摘
。
不
払
い
残
業
の
撲
滅

に
加
え
、
新
し
い
雇
用
機
会
の
開
拓
と
職
業

訓
練
の
充
実
な
ど
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
の
確
立
に
全
力
を
あ
げ
る
。 

　
連
合
組
織
評
価
委
員
会
（
座
長
・
中
坊
公

平
）
が
指
摘
し
た
「
企
業
別
労
組
の
企
業
の

枠
を
超
え
た
社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み
」
等

に
関
し
て
は
、
産
別
や
単
組
に
行
っ
て
直
接

対
話
し
、
運
動
の
方
向
性
を
確
認
す
る
。
年

明
け
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
パ
ー
ト
２
と

銘
打
ち
、「
組
合
組
織
の
役
割
分
担
と
組
合
費

配
分
の
見
直
し
」
を
主
要
課
題
と
し
、
事
務

局
長
と
二
班
に
別
れ
て
全
国
を
回
る
予
定
だ
。 

　
春
闘
方
針
は
、
す
べ
て
の
組
合
が
「
賃
金

カ
ー
ブ
確
保
」
に
取
り
組
み
、
生
活
向
上
と

格
差
是
正
を
め
ざ
す
組
合
は
ベ
ア
要
求
を
行

う
。
具
体
的
に
は
、
大
手
労
組
が
定
昇
相
当

分
の
維
持
、
確
保
を
要
求
。
賃
金
カ
ー
ブ
維

持
分
の
算
出
が
難
し
い
中
小
・
地
場
組
合
向

け
に
は
、
五
二
〇
〇
円
の
要
求
目
安
額
を
設

定
す
る
。
こ
の
他
、「
誰
に
で
も
最
低
限
の
生

活
を
保
障
で
き
る
賃
金
」
と
し
て
、
最
低
保

証
水
準
を
設
定
し
た
。
到
達
目
標
は
、
時
間

額
で
八
四
〇
円
、
月
額
一
四
万
六
〇
〇
〇
円
。 
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中
小
企
業
で
進
む
会
社
分
割
制
度
の
活
用
 

企
業
経
営
 

会社分割制度は大企業だけでなく中小企業も活用している 

「会社分割制度」利用状況推移 
（官報公告ベース） 

年　度 総利用 
事例件数 

分割 
会社数 

2001年度上半期 

2001年度下半期 

2002年度上半期 

2002年度下半期 

2003年度上半期 

 

239 

378 

365 

453 

404

211 

327 

321 

329 

302

　
熾
烈
な
競
争
を
生
き
抜
く
た
め
、
選
択
と

集
中
に
よ
る
、
経
営
の
効
率
化
を
目
指
し
て
、

「
会
社
分
割
制
度
」
を
利
用
す
る
企
業
が
増

加
し
て
お
り
、
特
に
中
小
企
業
で
の
活
用
が

定
着
し
た
感
が
あ
る
。 

 

民
間
信
用
調
査
機
関
の
東
京
商
工
リ
サ
ー

チ
が
一
一
月
一
七
日
に
発
表
し
た
「
二
〇
〇

三
年
度
上
半
期
『
会
社
分
割
制
度
』
利
用
状

況
調
査
（
官
報
公
告
ベ
ー
ス
）
」
に
よ
る
と
、 

 

二
〇
〇
三
年
度
上
半
期
の
延
総
利
用
事
例

件
数
は
、
四
〇
四
件
（
同
一
会
社
の
重
複
利

用
分
を
含
む
）
で
前
年
同
期
比
一
〇
・
六
％

の
増
加
。
二
〇
〇
一
年
度
以
降
の
「
会
社
分

割
制
度
」
利
用
状
況
の
推
移
は
、
二
〇
〇
三

年
度
上
半
期
で
若
干
減
少
に
転
じ
た
と
は
い

え
、
二
〇
〇
二
年
度
下
半
期
ま
で
増
加
し
続

け
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い

る
（
表
参
照
）
。 

 

会
社
分
割
の
形
態
は
、
新
し
く
設
立
す
る

会
社
に
営
業
を
承
継
さ
せ
る
「
新
設
分
割
」

と
、
既
存
の
他
の
会
社
に
営
業
を
承
継
さ
せ

る
「
吸
収
分
割
」
の
形
態
が
あ
る
。
ま
た
営

業
を
承
継
す
る
会
社
が
発
行
す
る
株
式
の
割

り
当
て
に
関
し
て
、
分
割
し
た
会
社
に
割
り

当
て
る
「
物
的
分
割
」
と
、
分
割
し
た
会
社

の
株
主
に
割
り
当
て
る
「
人
的
分
割
」
が
あ

り
、
大
別
す
る
と
こ
の
四
つ
の
組
み
合
わ
せ

が
「
会
社
分
割
」
の
基
本
形
で
あ
る
。
今
回

の
調
査
で
は
、
「
新
設
分
割
」
が
二
〇
三
件
、

「
吸
収
分
割
」
が
二
〇
一
件
だ
っ
た
。 

 

ま
た
、
分
割
会
社
数
（
会
社
分
割
制
度
利

用
企
業
）
は
三
〇
二
社
と
、
二
〇
〇
一
年
度

下
半
期
以
降
、
三
〇
〇
社
超
で
推
移
し
て
い

る
。
分
割
会
社
三
〇
二
社
の
う
ち
、
東
京
証

券
取
引
所
お
よ
び
各
証
券
取
引
所
、
ジ
ャ
ス

ダ
ッ
ク
市
場
な
ど
の
上
場
企
業
は
、
四
七
社

だ
っ
た
。
さ
ら
に
上
場
会
社
の
子
会
社
と
関

連
会
社
は
七
二
社
と
な
り
、
合
計
す
る
と
一

一
九
社
（
三
九
・
四
％
）
に
の
ぼ
り
、
こ
の

ほ
か
有
限
会
社
は
二
八
社
だ
っ
た
。
ま
た
、

分
割
会
社
を
所
在
地
別
で
み
る
と
、
最
も
多

か
っ
た
の
は
東
京
の
一
〇
五
社
、
次
い
で
大

阪
三
五
社
、
愛
知
一
八
社
、
神
奈
川
一
六
社
、

兵
庫
・
福
岡
が
一
四
社
で
、
全
体
で
は
三
四

都
道
府
県
に
の
ぼ
り
、
制
度
利
用
が
全
国
的

に
定
着
し
て
き
て
い
る
。 

 

分
割
会
社
の
う
ち
、
特
定
で
き
た
企
業
二

七
一
社
を
産
業
別
に
み
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
業

が
六
七
社
（
二
四
・
七
％
）
で
最
も
多
く
、

次
い
で
製
造
業
六
六
社
、
卸
売
業
四
二
社
、

建
設
業
三
四
社
、
小
売
業
一
九
社
、
金
融
・

保
険
業
一
九
社
、
不
動
産
業
一
七
社
、
運
輸

業
七
社
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
多
様
な
業
種

で
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

　
資
本
規
模
別
で
み
る
と
、
五
〇
〇
〇
万
円

未
満
企
業
の
利
用
が
九
八
社
（
三
六
・
一
％
）

と
最
も
多
い
。
こ
の
う
ち
資
本
金
一
〇
〇
〇

万
円
未
満
の
会
社
が
三
二
社（
一
一
・
八
％
）、

二
〇
〇
〇
万
円
未
満
は
一
五
社（
五
・
五
％
）

だ
っ
た
。
ま
た
、
従
業
員
規
模
別
で
も
、
五

〇
人
未
満
の
会
社
が
最
も
多
く
、
九
五
社
（
三

五
・
〇
％
）、五
〇
人
以
上
一
〇
〇
人
未
満
の

会
社
四
〇
社
（
一
四
・
七
％
）
を
合
わ
せ
る

と
お
よ
そ
半
数
を
占
め
て
お
り
、
中
小
企
業

が
「
会
社
分
割
制
度
」
を
積
極
的
に
利
用
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

　
中
小
企
業
で
の
「
会
社
分
割
制
度
」
の
利

用
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
労
働
政

策
研
究
・
研
修
機
構
の
渡
邊 

博
顕
研
究
員

は
、
「
利
用
の
多
か
っ
た
中
小
企

業
で
は
労
働
組
合
が
存
在
し
な
い

場
合
が
少
な
く
な
い
。
会
社
分
割

制
度
が
目
指
し
た
、
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
な
企
業
組
織
再
編
を
進
め
る
う

え
で
も
、
労
使
間
で
事
前
に
情
報

を
共
有
し
た
上
で
、
協
議
を
行
う

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ

れ
る
」
と
語
る
。 

 

例
え
ば
、
営
業
譲
渡
と
合
併
に

関
す
る
『
企
業
組
織
再
編
に
伴
う

労
働
問
題
の
実
態
調
査
』
（
日
本

労
働
研
究
機
構
、
二
〇
〇
二
年
七

月
）
に
よ
る
と
、
極
端
に
労
働
条

件
が
悪
化
し
た
と
い
う
例
は
報
告

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
処
遇
面

で
不
利
益
を
被
っ
た
例
も
少
な
く

な
く
、
労
働
者
個
人
で
の
対
応
に

は
限
界
が
あ
り
、
労
働
組
合
の
役

割
は
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

　
　
　
（
調
査
部
　
才
川
智
広
） 
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日
本
経
団
連
が
「
人
材
開
国
」
で
提
言
 

経
営
者
団
体
 

　
外
国
人
受
け
入
れ
問
題
に
つ
い
て
日
本
経

団
連
が
一
一
月
一
四
日
に
発
表
し
た
提
言「『
人

材
開
国
』を
」
は
、
建
前
論
を
超
え
、
経
済
団

体
が
初
め
て
「
移
民
」
問
題
に
踏
み
込
む
姿

勢
を
鮮
明
に
し
た
と
い
え
る
。 

　
提
言
は
、
外
国
人
が
持
つ
力
を
活
用
し
な

け
れ
ば
日
本
の
再
生
は
難
し
い
と
い
う
基
本

認
識
に
立
つ
。
今
回
の
中
間
と
り
ま
と
め
は
、

政
府
、
国
民
に
こ
の
問
題
に
関
す
る
本
格
的

な
議
論
喚
起
を
求
め
た
も
の
だ
。 

　
具
体
的
に
は
、
人
材
獲
得
の
グ
ロ
ー
バ
ル

競
争
が
激
化
す
る
な
か
、
専
門
技
術
を
持
つ

外
国
人
の
獲
得
・
活
用
が
企
業
経
営
の
カ
ギ

を
握
る
と
し
て
、
受
け
入
れ
要
件
の
緩
和
を

要
請
。
い
っ
た
ん
受
け
入
れ
た
優
秀
な
人
材

を
日
本
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
「
日
本
版
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
」
制
度
の
創
設
も
打
ち
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習

制
度
の
対
象
業
務
を
製
造
業
中
心
か
ら
介
護

福
祉
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
に
も
拡
大

す
る
こ
と
な
ど
も
求
め
て
い
る
。 

  

　
専
門
技
術
者
の
受
け
入
れ
促
進 

　
提
言
は
ま
ず
、
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の

外
国
人
に
つ
い
て
、
在
留
資
格
要
件
の
緩
和

と
期
間
延
長
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。 

　
国
が
九
九
年
以
降
、
受
け
入
れ
を
積
極
的

に
推
進
す
る
一
四
資
格
の
う
ち
「
技
術
」
分

野
で
は
、
大
学
卒
業
も
し
く
は
同
等
以
上
の

教
育
ま
た
は
一
〇
年
以
上
の
実
務
経
験
が
受

け
入
れ
の
要
件
と
な
る
。
同
分
野
の
職
種
の

う
ち
情
報
処
理
技
術
者
だ
け
は
、
情
報
処
理

試
験
の
合
格
・
資
格
保
有
を
前
提
に
例
外
的

に
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
提
言
は
こ
の

緩
和
を
情
報
処
理
分
野
の
全
職
種
を
対
象
に

す
る
よ
う
求
め
る
。
こ
の
ほ
か
、
弁
護
士
、

公
認
会
計
士
と
い
っ
た
「
法
律
・
会
計
業
務
」

と
医
師
、
歯
科
医
師
と
い
っ
た
「
医
療
」
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
「
業
務
独
占
資
格
」
分
野
で

も
要
件
緩
和
を
訴
え
る
。
在
留
期
間
は
、
現

行
の
三
年
ま
た
は
一
年
か
ら
最
大
五
年
へ
の

延
長
が
必
要
だ
と
し
た
。 

　
法
律
間
の
調
整
問
題
も
大
き
な
課
題
。
そ

の
た
め
、
提
言
は
内
閣
に
「
外
国
人
受
け
入

れ
問
題
本
部
（
仮
称
）
」
を
設
置
し
、
各
省

庁
を
総
合
的
に
調
整
す
る
こ
と
も
要
望
し
て

い
る
。 

   

「
日
本
版
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
制
」
を 

　
提
言
は
イ
ギ
リ
ス
の
「
高
度
技
能
移
民
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
例
に
あ
げ
、
研
究
者
な
ど
高

度
な
専
門
技
術
を
持
つ
外
国
人
が
日
本
に
定

住
す
る
た
め
の
方
策
を
提
示
す
る
。
学
歴
、

職
歴
、
業
績
か
ら
過
去
の
年
収
に
至
る
ま
で

ラ
ン
ク
毎
に
点
数
を
設
け
、
合
計
点
が
一
定

以
上
あ
れ
ば
、
求
人
が
な
く
て
も
最
初
の
一

年
の
滞
在
が
許
可
さ
れ
る
と
い
う
や
り
方
だ
。

滞
在
延
長
も
最
大
三
年
ま
で
可
能
に
し
て
、

高
度
技
術
移
民
と
し
て
合
計
四
年
間
働
け
ば

定
住
が
申
請
で
き
る
仕
組
み
。
こ
の
制
度
を

参
考
に
、
「
日
本
版
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
」
制

度
の
創
設
を
提
案
し
て
い
る
。 

　
提
言
は
ま
た
、
主
要
国
と
の
社
会
保
障
協

定
の
早
期
締
結
を
促
す
。
現
行
制
度
で
は
、

外
国
人
が
六
カ
月
以
上
三
年
ま
で
の
期
間
納

め
た
保
険
料
は
、
請
求
す
れ
ば
納
め
た
額
に

応
じ
て
脱
退
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
。
し
か

し
、
滞
在
が
三
年
以
上
に
な
る
と
支
給
額
が

変
わ
ら
ず
、
保
険
料
を
支
払
う
だ
け
損
と
い

う
状
況
が
生
じ
る
。
長
期
滞
在
す
る
外
国
人

が
年
金
制
度
に
加
入
し
な
い
理
由
が
こ
こ
に

あ
る
。
現
在
、
日
本
が
協
定
を
締
結
し
て
い

る
の
は
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
だ
け
だ
。 

  

　
留
学
生
の
就
労
に
猶
予
期
間 

　
最
先
端
の
研
究
に
携
わ
る
外
国
人
留
学
生

に
も
注
目
。
提
言
は
、
留
学
か
ら
就
労
に
在

留
資
格
を
変
更
す
る
際
、
就
職
先
の
業
種
・

職
種
と
大
学
で
の
専
攻
の
一
致
を
厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
し
な
い
な
ど
、
基
準
の
緩
和
を
求
め

て
い
る
。
昨
年
度
、
在
留
す
る
留
学
生
九
万

五
五
五
〇
人
の
う
ち
在
留
資
格
変
更
を
申
請

し
た
人
は
わ
ず
か
三
六
〇
〇
人
で
、
不
許
可

率
は
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
の
ぼ
る
。
提
言

は
、
留
学
生
の
「
就
労
へ
の
橋
渡
し
」
の
具

体
策
も
提
示
。
卒
業
時
点
で
企
業
か
ら
内
定

が
な
い
と
帰
国
か
進
学
か
の
選
択
を
迫
ら
れ

る
現
行
制
度
を
改
め
、
出
身
大
学
の
留
学
生

セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
身
元
保
証
を
受
け
る
こ

と
を
条
件
に
、
卒
業
後
一
年
程
度
の
「
自
由

な
時
間
」
を
与
え
る
案
を
提
起
す
る
。 

   

　
研
修
・
技
能
実
習
は
サ
ー
ビ
ス
業
も 

　
高
齢
化
に
よ
り
介
護
・
福
祉
な
ど
サ
ー
ビ

ス
業
を
中
心
に
、
労
働
力
不
足
の
度
合
い
が

高
ま
る
の
は
必
至
。
こ
の
た
め
提
言
は
現
在
、

お
も
に
製
造
業
で
定
着
し
て
い
る
研
修
・
技

能
実
習
制
度
を
サ
ー
ビ
ス
業
分
野
に
も
拡
大

す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
。 

　
研
修
・
技
能
実
習
の
期
間
も
、
現
行
の
最

長
三
年
（
研
修
一
年
、
技
能
実
習
二
年
）
か

ら
五
年
程
度
ま
で
の
延
長
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
元
研
修
生
、
技
能
実
習
生
を
再
び
受
け

入
れ
た
い
と
い
う
企
業
側
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

再
研
修
・
再
実
習
の
制
度
化
も
要
請
す
る
。 

 

提
言
に
対
し
連
合
の
草
野
忠
義
事
務
局
長

は
談
話
を
発
表
。
単
純
労
働
者
受
け
入
れ
拡

大
は
「
勤
労
者
の
二
極
分
化
を
加
速
し
、
地

方
自
治
体
の
負
担
を
増
や
す
」
と
反
対
の
姿

勢
を
示
し
た
。
ま
た
、
外
国
人
受
け
入
れ
の

基
本
的
ス
タ
ン
ス
を
「
専
門
的
な
知
識
・
技

術
・
技
術
を
必
要
と
す
る
職
種
に
限
定
し
、

国
内
雇
用
と
の
調
和
と
国
民
的
合
意
を
原
則

と
し
て
対
応
し
て
い
く
」
と
し
、
「
不
法
就

労
に
関
与
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
雇
用
主
の
摘

発
を
強
化
し
、
厳
正
に
処
罰
す
る
こ
と
が
喫

緊
の
重
要
課
題
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 

　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
高
畑
い
づ
み
） 
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失
業
不
安
が
４
人
に
１
人
―
連
合
総
研
 

調
査
結
果
か
ら
 

賞
を
と
っ
て
や
る
、と
思
っ
て
た 

で
も
優
勝
に
は
ビ
ッ
ク
リ
！ 

　
労
働
者
の
四
人
に
一
人
が
現
実
的
に
失
業

の
不
安
を
感
じ
る
一
方
、
約
四
割
の
人
が
賃

金
の
支
払
い
を
受
け
な
い
サ
ー
ビ
ス
残
業
を

行
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
結
果
が
、
連
合
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
連
合
総
合
生
活
開
発
研

究
所
（
中
名
生
隆
所
長
）
の
「
第
六
回
勤
労

者
の
仕
事
と
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
」
調
査
（
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
日
発
表
）

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　
調
査
は
、
首
都
圏
ま
た
は
関
西
圏
に
住
む

二
〇
〜
五
〇
歳
台
の
民
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

対
象
に
、
勤
労
者
の
生
活
や
雇
用
な
ど
の
実

態
を
聞
い
た
も
の
。
今
年
一
〇
月
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
で
実
施
し
、
七
八
七
人
の
回
答

を
ま
と
め
て
い
る
（
有
効
回
収
率
八
七
・
四

％
）。 

　
こ
の
先
一
年
以
内
に
失
業
す
る
不
安
に
つ

い
て
聞
い
た
設
問
で
は
、
六
六
・
四
％
の
人

が
「
不
安
を
感
じ
な
い
」
と
す
る
も
の
の
、

現
実
的
に
失
業
の
「
不
安
を
感
じ
る
」
人
は

二
三
・
七
％
と
四
人
に
一
人
の
割
合
と
な
っ

て
い
る
。
失
業
の
「
不
安
を
感
じ
る
」
人
の

割
合
は
、
前
回
、
前
々
回
調
査
（
〇
三
年
四

月
、
〇
二
年
一
〇
月
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
推

移
し
て
い
る
。
企
業
規
模
別
に
失
業
の
「
不

安
を
感
じ
る
」
人
の
割
合
を
見
る
と
、｢

一

〇
〇
〇
〜
二
九
九
九
人｣｢

三
〇
〇
〇
人
以
上
」

の
大
手
企
業
で
そ
れ
ぞ
れ
一
七
・
三
％
、
一

一
・
〇
％
と
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

一
方
、
二
九
・
二
％
と
も
っ
と
も
高
い
割
合

を
示
し
た
「
二
九
人
以
下
」
を
は
じ
め
、「
三

〇
〜
九
九
人
」（
二
七
・
〇
％
）、「
三
〇
〇
〜

九
九
九
人
」（
二
六
・
四
％
）、「
一
〇
〜
二
九

九
人
」（
二
五
・
二
％
）
と
、
中
堅
・
中
小
企

業
で
「
不
安
を
感
じ
て
い
る
」
人
の
割
合
が

高
い
。 

　
過
去
一
年
間
で
、
家
族
や
友
人
な
ど
身
近

に
、
人
員
整
理
・
解
雇
や
倒
産
な
ど
に
よ
っ

て
失
業
を
経
験
し
た
人
が
い
る
か
ど
う
か
を

聞
い
た
問
い
で
は
、
三
九
・
四
％
と
約
四
割

が
「
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
〇
三
年
四

月
の
前
回
調
査
（
三
四･

四
％
）
と
比
べ
て

増
加
し
て
い
る
。
失
業
し
た
場
合
に
、
現
在

と
同
等
の
仕
事
が
見
つ
か
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
七
〇･

一
％
と
七
割
を
超
え
る
人

が
「
見
つ
け
る
の
は
困
難
」
と
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
次
の
仕
事
を
す
ぐ
に
「
見
つ
け

ら
れ
る
」
と
答
え
た
人
は
二
二
・
五
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。「
困
難
」だ
と
す
る
水
準
は
、

前
回（
六
七
・
二
％
）、
前
々
回（
六
四
・
九

％
）を
上
回
っ
て
お
り
、
と
く
に
年
齢
が
高

ま
る
ほ
ど
「
困
難
」
だ
と
す
る
割
合
が
高
く
、

四
〇
代
、
五
〇
代
で
は
そ
れ
ぞ
れ
八
一･

七

％
、
八
七･

〇
％
と
、
と
も
に
八
割
を
超
え

る
人
が
「
困
難
」
だ
と
回
答
し
て
い
る
。 

　
多
く
の
人
が
雇
用
不
安
を
抱
え
て
い
る
中
、

職
場
や
仕
事
の
負
荷
が
高
ま
っ
て
い
る
の
も

大
き
な
特
徴
だ
。 

　
こ
の
一
年
間
の
職
場
の
状
況
変
化
を
聞
い

た
設
問
（
複
数
回
答
）
で
は
、「
仕
事
の
ノ
ル

マ
が
き
つ
く
な
っ
た
」「
労
働
時
間
が
長
く
な

っ
た
」
を
あ
げ
た
人
（
そ
れ
ぞ
れ
三
三
・
二

％
、二
三
・
〇
％
）が
目
立
ち
、
前
回
調
査（
そ

れ
ぞ
れ
三
二
・
八
％
、
二
〇
・
八
％
）
と
比

べ
て
も
負
荷
が
高
ま
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か

る
。
具
体
的
な
制
度
変
化
と
し
て
は
、｢

賃

金
低
下
も
あ
り
う
る
人
事
制
度
の
導
入｣｢

人

員
削
減
の
実
施
」
を
あ
げ
た
人
が
多
か
っ
た

（
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
・
四
％
、
三
一
・
四
％
）。 

　
労
働
時
間
を
み
る
と
、
週
六
〇
時
間
以
上

働
い
て
い
る
人
は
全
体
の
約
二
割
で
、
男
性

正
社
員
に
限
る
と
二
四
・
四
％
と
四
人
に
一

人
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
は
、
週
平

均
の
総
実
労
働
時
間
が
四
七
・
八
時
間
、
こ

の
う
ち
週
所
定
内
労
働
時
間
は
三
八
・
三
時

間
で
、
残
業
は
九･

五
時
間
だ
っ
た
。 

　
残
業
す
る
理
由
（
複
数
回
答
）
で
は
、「
仕

事
量
が
多
い
か
ら
」
が
五
四
・
七
％
で
ト
ッ

プ
。
次
い
で
、「
突
発
的
な
仕
事
が
あ
る
か
ら｣

（
三
三
・
五
％
）、「
仕
事
を
納
得
で
き
る
よ

う
に
仕
上
げ
た
い
か
ら
」（
二
三
・
八
％
）、

｢

時
間
外
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
が
あ
る｣

（
二
二
・
〇
％
）、「
人
員
削
減
に
よ
り
人
手

が
た
り
な
い
」（
一
八
・
七
％
）
な
ど
の
順
だ

っ
た
。 

　
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
三

五
・
二
％
が
「
あ
る
」
と
し
、
残
業
分
の
手

当
が
「
す
べ
て
支
給
さ
れ
て
い
る
」
と
答
え

た
の
は
五
三
・
一
％
と
約
半
数
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
し
て
い
る
と
回

答
し
た
人
の
う
ち
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
割
合
で

残
業
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
か
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
半
分
以
下
」
が
二
二
・
六
％
と
二
割

強
を
占
め
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
と
な
る

原
因
で
は
、「
残
業
時
間
の
限
度
が
決
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
」
が
三
九
・
五
％
と
ト
ッ
プ
で
、

続
い
て
「
上
司
の
対
応
等
残
業
手
当
を
申
請

し
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る
か
ら
」（
二
五
・
四

％
）、「
予
算
内
で
し
か
残
業
手
当
が
支
払
わ

れ
な
い
か
ら
」（
二
二
・
一
％
）
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。 

　
過
去
一
年
間
に
、
賃
金
カ
ッ
ト
や
採
用
抑

制
な
ど
の
合
理
化
策
が
実
施
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
は
、「
行
わ
れ
た
」
が
五
三
・
四
％
と
五

割
を
超
え
、
第
二
回
調
査
（
〇
一
年
一
〇
月
）

か
ら
連
続
で
過
半
数
を
し
め
て
い
る
。
合
理

化
策
の
内
容
を
み
る
と
、「
賃
金
カ
ッ
ト
」

が
四
三
・
六
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で

「
解
雇
、
希
望
退
職
募
集
な
ど
の
人
員
削
減
」

（
三
七
・
八
％
）、「
残
業
規
制
」（
三
三
・
六

％
）、「
不
採
算
部
門
の
縮
小
・
廃
止
、
事
務

所
の
閉
鎖
」（
三
一
・
三
％
）、「
採
用
抑
制
」

（
二
九
・
八
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。 

　
雇
用
不
安
に
対
し
て
自
己
防
衛
策
を
と
っ

て
い
る
か
を
聞
い
た
問
い
で
は
、
六
一
・
九

％
が
「
何
ら
か
の
策
を
と
っ
て
い
る
」
と
答

え
て
お
り
、
前
回
調
査
の
六
〇
・
二
％
を
わ

ず
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
で
は
、

「
生
計
費
を
節
約
」
が
四
一
・
八
％
と
も
っ

と
も
多
く
、次
い
で「
自
費
で
仕
事
や
転
職
に

役
立
つ
勉
強
を
し
て
い
る
」（
一
七
・
一
％
）、

「
転
職
に
備
え
て
情
報
を
集
め
て
い
る
」
（
一

三
・
八
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 
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ひと 

賞
を
と
っ
て
や
る
、と
思
っ
て
た 

で
も
優
勝
優
勝
に
は
ビ
ッ
ク
リ
！ 
賞
を
と
っ
て
や
る
、と
思
っ
て
た 

で
も
優
勝
に
は
ビ
ッ
ク
リ
！ 

　
第
四
一
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
「
技
能
五

輪
に
い
が
た
　
ゆ
め
・
技
・
モ
ノ
が
た
り
二

〇
〇
三
」（
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
、
新
潟

県
主
催
）
が
一
〇
月
二
四
日
か
ら
二
七
日
ま

で
の
四
日
間
、
新
潟
市
内
の
朱
鷺（
と
き
）メ

ッ
セ
ほ
か
八
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
三
四
職

種
の
う
ち
八
職
種
で
女
性
が
優
勝
し
、
女
性

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
数
と
し
て
は
過
去
最
多
を

記
録
し
た
。
銀
、
銅
、
敢
闘
賞
を
あ
わ
せ
る

と
受
賞
者
の
三
人
に
二
人
が
女
性
と
い
う
結

果
と
な
っ
た
。 

 

大
会
で
は
、
史
上
最
多
の
一
二
万
を
超
え

る
来
場
者
が
見
守
る
な
か
、
九
七
四
人
の
選

手
が
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
っ
た
。
出
場
し

た
選
手
は
、
主
に

製
造
業
に
携
わ
る

満
二
三
歳
以
下
の

若
者
。
国
際
大
会

予
選
会
を
兼
ね
る

偶
数
年
に
は
、
世

界
大
会
の
出
場
資

格
に
あ
わ
せ
二
一

歳
ま
で
と
な
る
。 

   

◇
　
◇
　
◇  

 

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
部
門
で
優
勝
し
た
関
尚
美

さ
ん
は
、
日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
専
門
学

校
（
東
京
・
新
宿
）
の
二
年
生
。
大
学
付
属

の
高
校
二
年
生
の
終
わ
り
に
花
屋
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
始
め
た
こ
と
が
、
進
路
を
決
め
る
大

き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
母
の
日
に
、
花

の
道
に
進
み
た
い
と
い
う
想
い
を
生
花
の
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
こ
め
て
贈
っ
た
ら
、
母
が

泣
い
て
喜
ん
で
く
れ
た
。
「
花
は
人
の
心
に

何
か
を
伝
え
る
大
き
な
力
が
あ
る
」
と
確
信

し
た
。
学
校
見
学
や
、
花
の
仕
事
に
関
す
る

情
報
収
集
な
ど
、
密
か
に
準
備
を
始
め
た
。

父
親
は
娘
を
大
学
に
行
か
せ
る
の
が
夢
だ
っ

た
。「（
固
い
）意
志
を
わ
か
っ
て
ほ
し
く
て｣

計
画
的
に
材
料
を
揃
え
て
説
得
し
、
最
終
的

に
は
父
親
も
折
れ
た
。
技
能
五
輪
の
こ
と
は
、

こ
の
と
き
の
情
報
収
集
で
知
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
友
人
の
紹
介
で
、
テ
レ
ビ
界
で

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人

に
相
談
す
る
機
会
を
得
た
。
現
在
通
う
専
門

学
校
の
卒
業
生
だ
っ
た
。
こ
の
出
会
い
で
目

指
す
も
の
を
見
つ
け
た
。
家
族
、
友
人
の
後

押
し
が
あ
っ
て
い
ま
が
あ
る
と
振
り
返
る
。 
   

◇
　
◇
　
◇  

 

今
年
八
月
、
国
家
検
定
で
あ
る
フ
ラ
ワ
ー

装
飾
技
能
検
定
二
級
の
実
技
試
験
を
受
験
。

成
績
が
東
京
都
で
上
位
八
人
に
入
り
、
技
能

五
輪
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
た
。 

 
実
は
五
輪
の
二
週
間
前
、
学
校
の
文
化
祭

に
あ
た
る
「
フ
ェ
ス
タ
」
を
控
え
て
い
た
。

家
族
、
友
人
に
花
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
せ
る

こ
と
の
で
き
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。
チ
ー
ム

ご
と
の
発
表
の
ほ
か
に
、
フ
ェ
ス
タ
全
体
の

舞
台
監
督
も
務
め
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
五
輪

の
た
め
の
特
訓
と
重
な
っ
た
た
め
、
授
業
の

後
と
土
日
を
フ
ル
活
用
し
、
夏
以
降
、
本
番

ま
で
休
ん
だ
の
は
一
日
だ
け
だ
っ
た
。 

 

「
絶
対
、
賞
を
と
っ
て
や
る
と
は
思
っ
て

い
た
。
で
も
優
勝
に
は
ビ
ッ
ク
リ
」 

 

五
輪
の
課
題
は
、
花
束
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

ブ
ー
ケ
、
テ
ー
ブ
ル
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
三

点
で
、
競
技
時
間
は
六
時
間
二
五
分
。
ま
ず

完
成
作
品
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ッ
サ
ン
画
を

描
く
。
花
器
、
リ
ボ
ン
、
吸
水
性
ス
ポ
ン
ジ

な
ど
の
資
材
と
、
約
二
百
本
の
植
物
素
材
が

支
給
さ
れ
る
。
植
物
素
材
は
、
当
日
初
め
て

発
表
さ
れ
る
も
の
も
含
め
、
総
数
の
八
〇
パ

ー
セ
ン
ト
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
イ
デ
ィ
ア
は
各
自
事
前
に
練
っ
て
く
る
が
、

最
初
の
デ
ッ
サ
ン
に
沿
っ
て
計
画
的
に
制
作

し
た
か
ど
う
か
も
審
査
の
対
象
に
な
る
。
当

日
は
緊
張
し
た
が
「
よ
く
で
き
ま
し
た
」
と

自
己
評
価
す
る
ほ
ど
余
裕
が
あ
っ
た
。
実
は

五
輪
よ
り
も
フ
ェ

ス
タ
の
ほ
う
が
緊

張
し
た
と
笑
う
。 

　
来
年
三
月
に
卒

業
し
た
ら
、
一
年

間
は
「
勉
強
中
心
」
。

花
装
飾
の
プ
ロ
の

世
界
で
認
知
度
の

高
い
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
資
格
検
定
試
験
（
Ｎ
Ｆ
Ｄ
）
一
級

を
取
得
す
る
た
め
だ
。 

 

そ
の
間
は
花
屋
で
働
き
た
い
。
就
職
し
た

い
花
屋
も
目
星
を
つ
け
て
い
る
が
、
形
態
は

契
約
社
員
で
も
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
や
り
た
い

仕
事
で
あ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
将
来

は
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
働
き
た
い
。「
未
来
っ
ぽ
い

デ
ザ
イ
ン
が
好
き
」。あ
こ
が
れ
を
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
に
行
動
に
変
え
つ
つ
、
働
く
自
分
の

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
描
く
。
二
〇
歳
。 

　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
高
畑
い
づ
み
） 

技能五輪全国大会 
フラワー装飾部門優勝 

関  尚美さん 
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フィリピン 

失
業
率
上
昇
、Ｉ
Ｔ
で
の
雇
用
拡
大
に
期
待 

15歳以上の総人口（千人） 
労働力人口（千人） 
就業者数（千人） 
就業率（％） 
失業者数（千人） 
失業率（％） 
不完全就業者数（千人） 
不完全就業率（％） 

2003年7月 
50,751 
34,206 
29,858 
87.3 
4,348 
12.7 
6,211 
20.8 
 

2003年4月 
51,596 
34,635 
30,418 
87.8 
4,217 
12.2 
4,733 
15.6

2003年1月 
51,280 
33,678 
30,119 
89.4 
3,559 
10.6 
4,849 
16.1

2002年10月 
50,841 
33,674 
30,251 
89.8 
3,423 
10.2 
4,627 
15.3

2002年7月 
50,530 
33,918 
30,104 
88.8 
3,814 
11.2 
5,161 
17.1

労働力統計 出所：国家統計局 　
国
家
統
計
局
（
Ｎ
Ｓ
Ｏ
）
の
発
表

に
よ
る
と
、
二
〇
〇
三
年
七
月
の
失

業
率
は
、
前
年
同
月
比
で
一
・
五
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
一
二
・
七
％
に
上
昇

し
た
。
失
業
者
数
は
前
年
同
期
を
お

よ
そ
五
三
万
人
上
回
る
四
三
四
万
八

〇
〇
〇
人
と
な
っ
た
。 

 
一
方
、
就
業
率
は
八
七
・
三
％
と

前
年
同
月
比
で
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
低

い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
業
種
別
に

み
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
前
年
同

月
比
で
一
・
二
％
増
加
し
、
全
体
の

四
八
・
六
％
を
占
め
、
農
業
部
門
が

三
四
・
八
％
、
工
業
部
門
が
一
六
・

六
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
一
週
間
に
実
働
労
働
時
間

が
四
〇
時
間
未
満
の
労
働
者
、
あ
る

い
は
実
働
労
働
時
間
が
定
め
ら
れ
た

総
労
働
時
間
を
下
回
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
長
い
時
間
働
く
意
志
の
あ
る
労

働
者
を
意
味
す
る
不
完
全
就
業
者
数

は
、
前
年
同
月
よ
り
約
一
〇
五
万
人

多
い
六
二
一
万
一
〇
〇
〇
人
で
、
同

比
三
・
七
ポ
イ
ン
ト
高
い
結
果
と
な

っ
て
い
る
。 

  

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
口
は
、
現
在

年
率
二
・
三
六
％
（
年
間
一
八
〇
万

人
）
の
割
合
で
増
加
し
続
け
て
お
り
、

特
に
一
五
歳
か
ら
四
〇
歳
の
青
壮
年

層
の
人
口
が
一
六
五
〇
万
人
と
多
く
、

今
後
さ
ら
に
出
生
率
が
上
が
る
と
予

想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
人
口
増
加
の

ス
ピ
ー
ド
に
国
内
の
雇
用
創
出
が
追

い
つ
か
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
雇
用
状

況
は
依
然
厳
し
い
と
い
え
よ
う
。 

  

人
材
育
成
が
課
題
に 

　
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く
な
か
、

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
け
る
雇
用

拡
大
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
一
年
一
月
に
発
足
し
た
ア
ロ

ヨ
政
権
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
立

や
移
動
体
通
信
設
備
投
資
な
ど
Ｉ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
成
長
で
工
業
部
門

の
低
迷
を
カ
バ
ー
し
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
育
成
を
経
済
政
策
の
最
優

先
課
題
と
し
て
様
々
な
優
遇
政
策
を

採
択
し
て
き
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済

を
成
長
軌
道
に
回
帰
さ
せ
る
た
め
に

大
き
な
影
響
の
あ
る
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

産
業
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
十
分
な
教

育
と
確
か
な
英
語
力
の
あ
る
豊
富
な

労
働
力
、
そ
し
て
人
件
費
の
安
さ
か

ら
外
資
系
企
業
に
注
目
さ
れ
、
特
に

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業
は
さ
ら
な
る

成
長
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。 

 

現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
は
四
〇
カ
所
以
上
に
上

り
、
二
万
人
以
上
が
働
い
て
い
る
と

さ
れ
る
が
、
豪
州
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ズ
・
ド
ッ
ト
・

ネ
ッ
ト
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
中
国
、
イ
ン
ド
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
事
業
は
来
年
急
成
長
し
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
数
は

お
よ
そ
四
万
席
に
倍
増
す
る
見
込
み

だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
事
業
の
成
長
は
、
都
市
部
以
外

へ
の
雇
用
機
会
の
提
供
に
つ
な
が
る

と
し
て
、
ロ
ハ
ス
貿
易
産
業
相
は
、

外
国
企
業
を
中
心
と
し
た
Ｉ
Ｔ
関
連

業
界
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業
の
地

方
展
開
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
さ
ら
な
る
成
長
と
雇
用
機
会
拡
大

へ
の
期
待
感
は
高
ま
る
も
の
の
、
人

材
不
足
と
い
う
問
題
は
依
然
と
し
て

解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
今
年
四
月
に

セ
ブ
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業
を
立

ち
上
げ
る
準
備
を
進
め
て
い
た
米
国

系
企
業
が
「
ア
メ
リ
カ
英
語
」
を
操

る
人
材
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
を
理

由
に
計
画
を
見
直
す
な
ど
、
他
の
米

国
系
企
業
に
よ
る
開
発
計
画
も
人
材

確
保
の
難
し
さ
か
ら
延
期
が
懸
念
さ

れ
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
受
け
、
投
資
委
員
会
（
Ｂ

Ｏ
Ｉ
）
は
九
六
時
間
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
養
成
講
座
の
開
設
に
よ
る
人
材
育

成
を
計
画
し
て
い
る
が
、
一
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
六
〇
人
し
か
修
了
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
需
要
を
カ
バ
ー
す

る
に
は
ほ
ど
遠
い
と
さ
れ
る
。 

   

日
本
の
需
要
に
も
対
応 

 

こ
う
し
た
な
か
、
日
本
の
Ｉ
Ｔ
関

独
　
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
４
％
賃
上
げ
要
求 

  

　
共
同
通
信
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
有

力
単
産
の
金
属
産
業
労
組
（
Ｉ
Ｇ
メ

タ
ル
、
組
合
員
二
五
二
万
人
）
は
一

月
二
七
日
開
い
た
幹
部
会
で
、
二
〇

〇
四
年
の
春
闘
交
渉
で
四
％
の
賃
上

げ
を
経
営
側
に
要
求
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。 

　
二
年
前
の
前
回
交
渉
に
比
べ
二
・

五
ポ
イ
ン
ト
低
い
が
、
経
営
側
は
「
業

績
回
復
が
鈍
い
中
で
高
す
ぎ
る
」
と

拒
否
を
表
明
し
た
。
欧
州
景
気
や
賃

上
げ
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

だ
け
に
、
各
国
の
労
使
は
今
後
の
交

渉
の
行
方
に
注
目
し
て
い
る
。 

　
ペ
ー
タ
ー
ス
委
員
長
は
「
要
求
は

適
切
で
、
景
気
回
復
を
下
支
え
で
き

る
」
と
説
明
、
要
求
獲
得
に
は
ス
ト

も
辞
さ
な
い
構
え
だ
。
こ
れ
に
対
し

て
、
経
営
側
は
労
組
側
が
難
色
を
示

し
て
い
る
労
働
時
間
の
延
長
を
提
案

す
る
。 

　
一
二
月
半
ば
か
ら
交
渉
が
始
ま
り
、

来
春
に
大
詰
め
を
迎
え
る
。 

　
前
回
交
渉
で
労
組
側
は
、
景
気
停

滞
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
六
・
五
％
を

要
求
。
自
動
車
大
手
ダ
イ
ム
ラ
ー
・

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
な
ど
で
ス
ト
を
実
施

し
、
〇
二
年
六
月
か
ら
四
・
〇
％
ア

ッ
プ
な
ど
高
賃
上
げ
を
獲
得
し
た
。

た
だ
、
今
年
の
旧
東
ド
イ
ツ
地
域
の

時
短
要
求
ス
ト
で
、
経
営
側
に
完
敗
。

今
回
の
交
渉
で
、
こ
の
夏
に
誕
生
し

た
新
執
行
部
の
交
渉
能
力
が
問
わ
れ

て
い
る
。 
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フランス 

１０
％
に
迫
る
失
業
率
と
職
業
紹
介
民
営
化
の
検
討 

首都圏を形成するマニラ市内 

連
企
業
の
需
要
に
応
え
る
人
材
の
育

成
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
情
報
処
理
技
術
者
試
験
（JITSE-

Phil : the Japanese IT Standards 

Exam
ination of the Philippines

）

財
団
は
、
九
月
七
日
に
実
施
し
た
同

試
験
の
合
格
者
は
三
七
人
で
、
合
格

率
は
前
回
を
上
回
り
八
・
四
％
に
達

し
た
と
発
表
し
た
。 

 JIT
SE
-Phil

財
団
は
、
日
本
の
経

済
通
産
省
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貿
易
産

業
省
が
合
同
で
設
立
し

た
財
団
で
、
特
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
日
本
へ
の

技
術
者
派
遣
を
目
指
し

た
も
の
で
、
テ
ス
ト
版

と
し
て
マ
ニ
ラ
と
セ
ブ

で
昨
年
実
施
さ
れ
た
試

験
で
は
七
一
九
人
が
受

験
し
、
合
格
者
は
三
八

人
（
合
格
率
五
・
二
％
）

だ
っ
た
。 

 JIT
SE
-Phil

基
金
の

コ
ラ
ソ
ン
・
ア
コ
ル
代

表
は
、
日
比
両
国
で
の

雇
用
機
会
拡
大
へ
繋
が

る
と
、
学
生
だ
け
で
な

く
国
内
の
Ｉ
Ｔ
企
業
で

働
く
社
会
人
に
も
参
加

を
募
り
、
受
験
者
数
の
増
加
を
期
待

し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
受
験
し
た

の
は
四
四
三
人
で
前
回
の
六
割
程
度

に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
合
格
率
で

は
、
前
回
を
三
・
二
％
上
回
る
八
・

四
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。 

   JITSE-Phil

財
団
の
ほ
か
に
も
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
な
ど
を
手
掛
け

る
ア
ド
テ
ッ
ク
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ
が
、

今
年
四
月
に
新
卒
技
術
者
養
成
セ
ン

タ
ー
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
設
立
し
て

い
る
。
国
内
の
優
秀
な
学
生
を
研
修

し
指
導
的
役
割
を
担
え
る
技
術
者
の

養
成
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
セ
ン

タ
ー
だ
が
、
同
社
が
昨
年
の
一
二
月

か
ら
全
国
各
地
の
新
卒
学
生
を
対
象

に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
六
〇
〇
人
以

上
の
応
募
が
あ
り
、
最
終
的
に
一
九

人
を
第
一
期
生
と
し
て
迎
え
た
。
今

後
は
年
二
回
の
ペ
ー
ス
で
優
秀
な
新

卒
学
生
を
応
募
し
、
Ｉ
Ｔ
分
野
に
お

け
る
人
材
育
成
の
強
化
を
目
指
す
と

い
う
。 

 

前
述
のJIT
SE
-Phil

試
験
や
ア
ド

テ
ッ
ク
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ
の
新
卒
技

術
者
養
成
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
資
格
を

得
た
技
術
者
は
、
日
本
で
働
き
、
さ

ら
に
高
度
な
技
術
を
習
得
し
て
、
母

国
の
技
術
・
経
済
の
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

 

だ
が
、
こ
う
し
た
長
期
的
な
視
野

に
た
っ
た
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
育
成
と
平

行
し
て
、
急
速
に
雇
用
が
増
加
し
て

い
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
Ｃ
（Inform

at-

ion and C
om
m
unication Technolo-

gy

）
分
野
で
の
人
材
育
成
を
ど
う
す

る
か
。
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
育
成
よ
り
は

比
較
的
短
期
間
の
研
修
で
技
術
を
習

得
で
き
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、

前
述
の
よ
う
に
雇
用
増
加
の
ス
ピ
ー

ド
に
追
い
つ
い
て
い
け
な
い
の
が
実

情
だ
。 

  

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
け
る
技

術
進
歩
は
非
常
に
速
く
、
そ
れ
を
支

え
る
人
材
に
求
め
ら
れ
る
能
力
・
質

の
向
上
に
も
終
点
は
な
い
。
こ
れ
ま

で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｉ
Ｔ
分
野
に
お

け
る
人
材
の
特
徴
と
い
え
ば
「
安
い

人
件
費
」
「
ア
メ
リ
カ
英
語
・
ア
メ

リ
カ
文
化
に
慣
れ
て
い
る
」
「
四
年

制
大
学
を
卒
業
し
高
い
教
育
を
受
け

て
い
る
」
と
い
っ
た
点
が
主
だ
っ
た

が
、
今
後
は
、
国
際
的
に
通
用
す
る

よ
り
高
度
な
技
術
を
習
得
し
た
上
級

の
Ｉ
Ｔ
技
術
者
、
そ
し
て
そ
の
指
導

者
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ

う
。 

  

確
か
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｉ
Ｔ
分
野

の
成
長
に
よ
る
雇
用
増
加
は
期
待
で

き
る
も
の
の
、
そ
の
需
要
を
カ
バ
ー

す
る
人
材
の
確
保
が
大
き
な
課
題
だ
。

よ
り
高
度
な
技
術
と
専
門
的
な
知
識

を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
教
育
シ

ス
テ
ム
と
、
国
内
外
の
組
織
的
協
力

の
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
不
可
欠
だ

と
い
え
る
。 

　
　
（
国
際
研
究
部
　
町
田
敦
子
） 

英
国
　
性
的
し
好
も
差
別
禁
止 

  

　
英
国
で
職
場
で
の
差
別
と
み
な
さ

れ
る
対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
十
二
月
か
ら
、
性

的
し
好
や
宗
教
へ
の
差
別
が
禁
じ
ら

れ
た
。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
す
で

に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
全
国

で
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

法
改
正
は
性
的
し
好
や
宗
教
に
つ

い
て
の
偏
見
撤
廃
や
従
業
員
の
権
利

保
護
を
目
的
と
す
る
。
平
等
な
職
場

作
り
を
提
唱
し
、
企
業
の
規
模
や
官

民
を
問
わ
ず
禁
止
を
義
務
付
け
る
。

な
お
適
用
さ
れ
る
の
は
研
修
期
間
を

は
じ
め
、
従
業
員
と
の
雇
用
契
約
、

昇
進
や
異
動
、
解
雇
に
わ
た
る
全
般

と
な
っ
て
い
る
。 

 

人
事
上
の
決
定
か
ら
日
常
の
振
る

舞
い
ま
で
対
象
範
囲
と
な
り
、
雇
用

者
側
は
自
身
の
行
い
だ
け
で
は
な
く
、

従
業
員
同
士
の
や
り
取
り
に
も
気
を

配
る
必
要
が
あ
る
。 

　
貿
易
産
業
省
は
法
改
正
に
つ
い
て
、

「
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
従
業

員
の
利
益
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、

企
業
に
と
っ
て
生
産
性
の
向
上
や
優

秀
な
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
る
」
と

利
点
を
述
べ
る
。 

 

労
組
は
も
ち
ろ
ん
、
経
営
側
か
ら

も
歓
迎
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
た

だ
経
営
側
は
言
い
が
か
り
と
し
か
思

え
な
い
よ
う
な
苦
情
が
殺
到
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
の
懸
念
も
隠
せ
な
い
。 

　
（
提
供
　
エ
ヌ
・
エ
ヌ
・
エ
ー
） 

  

　 

　
失
業
が
再
び
フ
ラ
ン
ス
人
の
最
大

関
心
事
に
な
っ
た
。
発
表
さ
れ
た
八

月
の
失
業
統
計
で
は
、
労
働
人
口
の

九
九
・
六
％
に
相
当
す
る
二
四
〇
万

人
以
上
が
空
し
く
仕
事
を
探
し
て
い

る
。
失
業
率
は
、
今
後
数
カ
月
の
う

ち
に
一
〇
％
の
大
台
を
超
え
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
上
半
期
に
フ

ラ
ン
ス
経
済
は
民
間
部
門
で
六
万
人

も
の
雇
用
を
喪
失
し
た
が
、
こ
れ
は

過
去
一
〇
年
間
で
最
も
大
き
な
数
字

に
な
る
。
経
済
成
長
率
は
大
統
領
選

以
降
、
低
迷
を
続
け
て
お
り
、
一
・

二
％
と
い
う
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ

た
二
〇
〇
二
年
の
さ
ら
に
半
分
程
度

し
か
今
年
は
期
待
で
き
そ
う
も
な
い
。  



ハイライト 

42

海外労働事情 

海
外
労
働
事
情
 

フランスの失業率も２ケタ直前で労働行政の抜本的見直しが求められている 

韓
国
　
海
外
投
資
の
七
七
％
は
中
国 

   

産
業
資
源
部
の
分
析
に
よ
る
と
、

今
年
一
〜
九
月
の
国
内
製
造
業
の
海

外
投
資
申
告
件
数
は
合
計
一
二
三
六

件
で
、
こ
の
う
ち
七
七
％
（
九
五
七

件
）
が
対
中
国
投
資
だ
っ
た
。
同
期

間
中
の
対
中
国
投
資
は
合
計
七
億
六

〇
〇
〇
万
米
ド
ル
で
、
前
年
同
期
に

比
べ
六
九
・
八
％
増
加
。
増
加
率
は

全
体
の
投
資
増
加
率
（
同
一
三
・
一

％
増
）
の
五
倍
以
上
と
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
中
小
メ
ー
カ
ー
の
海
外
投

資
は
五
億
九
六
〇
〇
万
米
ド
ル
で
、

初
め
て
大
企
業
（
三
億
七
七
〇
〇
万

米
ド
ル
）
を
超
え
、
中
小
メ
ー
カ
ー

の
国
内
離
脱
が
加
速
化
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
。
業
種
別
の
海
外
投
資

現
況
を
見
る
と
、
電
子
通
信
装
備
が

一
七
七
件
で
最
も
多
く
、
繊
維
・
衣

服（
一
五
三
件
）、
機
械
装
備
（
一
〇

九
件
）、
石
油
化
学
（
九
一
件
）
の
順
。

一
方
、
産
業
団
地
（
二
七
カ
所
）
に

入
居
し
て
い
る
従
業
員
五
〇
人
以
上

の
企
業
二
〇
二
六
社
を
対
象
に
「
海

外
に
投
資
す
る
理
由
」
に
つ
い
て
調

査
し
た
結
果
、「
人
件
費
な
ど
費
用
節

減
」（
四
八
・
五
％
）
と
「
現
地
市
場

の
開
拓
」（
二
八
・
〇
％
）
が
圧
倒
的

多
数
を
占
め
た
。 

　
海
外
投
資
企
業
の
八
五
・
五
％
は

海
外
進
出
後
も
国
内
工
場
を
維
持
し

て
お
り
、
工
場
を
閉
鎖
し
た
企
業
は

一
二
・
三
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
た
だ
、

五
年
以
内
に
国
内
工
場
を
閉
鎖
ま
た

は
縮
小
す
る
計
画
が
あ
る
企
業
は
四

一
・
八
％
に
達
し
て
い
る
。 

　
（
提
供
　
エ
ヌ
・
エ
ヌ
・
エ
ー
） 

 

そ
の
た
め
に
、
政
府
は
パ
ニ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
一
年

前
に
大
幅
に
削
減
し
た
助
成
金
付
き

雇
用
の
予
算
枠
が
再
び
拡
大
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
消
滅
す
れ

ば
す
で
に
失
業
で
荒
廃
し
て
い
る
地

域
を
さ
ら
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
る

と
し
て
、
経
営
危
機
に
あ
っ
た
大
手

重
電
・
造
船
企
業
ア
ル
ス
ト
ム
を
救

済
す
る
た
め
に
三
一
％
の
資
本
取
得

を
決
断
し
た
が
、
こ
の
部
分
的
国
有

化
も
Ｅ
Ｕ
規
則
に
反
す
る
措
置
だ
っ

た
。
さ
ら
に
、
相
次
ぐ
雇
用
調
整
計

画
に
適
切
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
一
年
前
に
「
ミ
ス
タ
ー
経

済
改
革
」
の
異
名
を
と
っ
た
ク
ロ
ー

ド
・
ビ
エ
氏
が
早
期
辞
任
に
追
い
込

ま
れ
、
政
府
は
行
政
面
で
も
大
き
な

痛
手
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
当
然
だ
が
、
労
働
団
体
は
こ
の
よ

う
な
雇
用
政
策
の
不
在
に
辛
辣
な
批

判
を
展
開
し
て
い
る
。
民
主
労
働
同

盟
（
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
）
は
政
府
の
「
受
け

身
の
姿
勢
」
を
強
く
非
難
し
、
労
働

総
同
盟
は
失
業
と
い
う
火
事
を
消
し

止
め
る
た
め
に
「
じ
ょ
う
ろ
」
に
訴

え
よ
う
と
し
て
い
る
と
皮
肉
っ
た
。

つ
い
に
は
、
与
党
の
議
員
で
さ
え
も

公
然
と
政
府
に
対
す
る
懸
念
を
口
に

し
た
。
こ
う
し
た
圧
力
に
対
し
て
、

政
府
は
全
力
を
傾
け
て
い
る
姿
勢
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

   

労
働
行
政
を
抜
本
改
革 

 

こ
う
し
た
な
か
、
政
府
は
シ
ラ
ク

大
統
領
の
要
請
に
応
え
る
形
で
「
労

働
行
政
を
抜
本
的
に
改
革
」
す
る
た

め
に
作
業
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
、
①
積
極
的
な
雇
用
政
策
②
労

働
者
の
移
動
性
を
高
め
る
た
め
の
新

た
な
職
業
訓
練
機
関
の
設
置
③
雇
用

サ
ー
ビ
ス
の
刷
新
―
―
の
三
本
の
柱

で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め

の
具
体
策
と
し
て
い
く
つ
か
の
検
討

課
題
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。 

 

第
一
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

国
立
雇
用
紹
介
所
（
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
）
と

全
国
商
工
業
雇
用
協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｉ
Ｃ
）
の
連
携
だ
。
業
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
に
両
機
関
を
連
携
的
に

運
営
す
る
公
共
利
益
集
団
の
創
設
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
政
府
は
一
五
年
以
上
も
前

か
ら
改
革
が
模
索
さ
れ
て
き
た
職
業

紹
介
の
民
営
化
に
も
前
向
き
だ
。
労

働
市
場
で
活
動
す
る
参
加
者
（
派
遣

代
理
店
、
採
用
代
理
店
な
ど
）
を
複

数
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
職
業
紹
介

の
独
占
を
廃
止
し
、
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
を
競

争
に
さ
ら
す
覚
悟
を
固
め
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
国
と
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
を
結
び

つ
け
る
発
展
契
約
（
現
在
交
渉
中
）

の
中
で
、
政
府
は
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ

Ｌ
Ｏ
）
の
一
八
一
号
条
約
（
職
業
紹

介
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
部
門
へ
の
開
放

を
定
め
て
い
る
）
を
批
准
す
る
意
思

を
表
明
す
る
予
定
だ
。
た
だ
し
、
採

用
代
理
店
の
開
業
は
認
可
制
に
な
る

模
様
だ
。 

 

成
人
職
業
訓
練
協
会
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）

の
改
革
も
進
行
中
で
、
職
業
訓
練
に

対
す
る
国
民
の
要
求
に
基
づ
い
て
地

方
へ
の
権
限
委
譲
が
進
ん
で
い
る
。

い
ま
ひ
と
つ
、
管
理
職
雇
用
協
会
（
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）、障
害
者
雇
用
促
進
基
金
運

営
全
国
協
会（
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
）、

地
方
同
化
制
度
な
ど
、
雇
用
と
関
係

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
優
れ
た
調
整

を
促
す
た
め
に
雇
用
・
職
業
一
般
委

員
会
（
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｆ
Ｐ
）
が
活
動
し
て

い
る
。 

　
一
〇
月
に
は
政
労
使
三
者
に
よ
る

円
卓
会
議
が
年
齢
と
能
力
の
管
理
に

つ
い
て
話
し
合
う
。
そ
こ
で
は
高
齢

者
の
雇
用
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
、
雇
用
促

進
の
た
め
に
実
り
あ
る
議
論
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。 

（
参
考
）Le M

onde

（
二
〇
〇
三
年

九
月
一
二
日
、
九
月
一
八
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
（
国
際
研
究
部
） 



ハイライト 

ＥＵ 

チ
ェ
コ
な
ど
加
盟
予
定
国
の
雇
用
情
勢
は
ま
だ
ら
模
様 
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海外労働事情 

ポーランドの失業率は20％に迫る勢いだ 

国　名 
失業率 
国　名 
失業率 

ベルギー 
7.5 

ルクセンブルク 
2.6

デンマーク 
4.6 

オランダ 
2.8

ドイツ 
9.4 

オーストリア 
4.0

ギリシャ 
10.0 

ポルトガル 
5.1

スペイン 
11.4 

フィンランド 
9.1

フランス 
8.7 

スウェーデン 
5.1

イタリア 
9.0

アイルランド 
4.3 
イギリス 
5.1

EU加盟国の失業率 （単位：％） 

国　名 
失業率 

チェコ 
7.3

エストニア 
10.3

キプロス 
3.3

ラトビア 
12.1

リトアニア 
13.7

ハンガリー 
5.9

スロベニア 
6.3

スロバキア 
18.7

ポーランド 
19.9

EU加盟予定国の失業率 

参考：EU統計局資料 

（単位：％） 

　
欧
州
統
計
局
が
一
一
月
一
七
日
に

発
表
し
た
、
Ｅ
Ｕ
一
五
カ
国
お
よ
び

二
〇
〇
四
年
五
月
に
加
盟
を
予
定
し

て
い
る
各
国
の
地
域
別
失
業
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
加
盟
予
定
国
・
地
域
間

に
も
、
雇
用
状
況
に
大
き
な
格
差
が

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
間
も
な
く
拡
大
す
る
Ｅ
Ｕ
の

雇
用
状
況
を
分
析
す
る
う
え
で
、
国

ご
と
の
差
、
お
よ
び
地
域
間
格
差
に

も
、
今
後
よ
り
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
り
そ
う
だ
。  

　
今
回
の
調
査
で
は
、
既
存
の
Ｅ
Ｕ

加
盟
国
の
中
で
、
欧
州
統
計
局
が
指

定
し
た
二
一
一
カ
所
の
〇
二
年
の
失

業
率
（
年
平
均
）
を
、
全
体
、
女
性
、

若
年
層
（
二
五
歳
以
下
）
の
三
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
示
す
と
と
も
に
、
加

盟
予
定
国
一
〇
カ
国
の
う
ち
、
統
計

不
可
能
な
マ
ル
タ
を
除
く
九
カ
国
四

〇
地
域
の
デ
ー
タ
を
、
現
加
盟
国
と

同
様
の
基
準
で
発
表
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
加
盟
予
定
国
の
雇
用
実

態
を
現
加
盟
国
と
併
せ
て
比
較
可
能

に
な
っ
た
。  

  

加
盟
予
定
国
の
〇
二
年
平
均
失

業
率
は
一
四
・
九
％
で
、
現
加
盟
一

五
カ
国
の
平
均
値
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
の
二
・
六
％
か
ら
ス
ペ
イ
ン
の
一

一
・
四
％
ま
で
の
平
均
七
・
八
％
）

の
二
倍
近
い
。
国
ご
と
で
は
、
キ
プ

ロ
ス
が
突
出
し
て
低
い
（
三
・
三
％
）

ほ
か
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
五
・
九
％

か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
一
九
・
九
％
ま

で
の
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ

を
四
〇
に
分
け
た
地
域
別
に
見
て
も
、

Ｅ
Ｕ
平
均
値
以
下
を
示
し
た
の
は
一

一
地
域
に
と
ど
ま
る
。  

  

一
方
、
Ｅ
Ｕ
平
均
の
二
倍
（
一
五
・

六
％
）
を
超
え
る
と
こ
ろ
は
一
九
地

域
に
の
ぼ
り
、
こ
の
う
ち
一
六
地
域

を
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
占
め
る
。
同
国
は

加
盟
予
定
一
〇
カ
国
の
人
口
合
計
約

七
四
八
〇
万
人
の
う
ち
約
三
八
六
〇

万
人
と
五
割
を
超
え
（
中
東
欧
諸
国

で
最
大
規
模
）
、
平
均
値
を
押
し
上

げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。  

  

一
一
月
五
日
に
Ｅ
Ｕ
委
員
会
が

発
表
し
た
、
加
盟
予
定
国
の
状
況
に

つ
い
て
の
報
告
書
で
は
、
こ
の
よ
う

な
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
状
況
に
関
し
て
、

「
高
失
業
状
態
を
伴
っ
た
、
増
え
続

け
る
財
政
赤
字
」
に
強
い
懸
念
を
示

し
て
い
る
。
同
時
に
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
基

準
と
加
盟
予
定
国
の
状
況
と
に
隔
た

り
が
あ
る
分
野
を
指
摘
し
、
労
働
に

関
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
の
柱
の
一

つ
で
あ
る
「
労
働

者
の
自
由
移
動
」

（
雇
用
に
就
く
た

め
に
域
内
を
移
動

し
加
盟
国
に
滞
在
・

居
住
す
る
権
利
）

へ
の
対
応
が
不
十

分
で
あ
り
、
職
業

資
格
制
度
の
認
識

に
問
題
が
あ
る
と

し
て
い
る
。
た
だ

し
、
「
労
働
者
の

自
由
移
動
」
に
関

す
る
指
摘
は
比
較

的
雇
用
の
安
定
し

て
い
る
チ
ェ
コ
や

ス
ロ
ベ
ニ
ア
に
対

し
て
も
な
さ
れ
て

お
り
、
雇
用
実
態

と
は
別
に
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。  

（
国
際
研
究
部
主

任
調
査
員
　
吉
田

和
央
） 

タ
イ
　
昇
給
率
五
・
二
―
五
・
六
％ 

  

　
米
大
手
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ヒ
ュ

ー
イ
ッ
ト
・
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
が
発
表

し
た
給
与
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
タ

イ
の
今
年
平
均
昇
給
率
は
五
・
二
―

五
・
六
％
と
な
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
で
は
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
次

ぐ
高
さ
と
な
っ
た
。 

 

景
気
回
復
に
伴
い
給
与
も
上
昇
基

調
に
あ
る
よ
う
だ
。
二
〇
〇
四
年
見

通
し
は
五
・
七
―
五
・
九
％
。 

 

昇
給
を
凍
結
す
る
と
回
答
し
た
企

業
は
今
年
で
六
％
。
来
年
は
四
％
。

タ
イ
で
の
調
査
対
象
は
一
四
三
社
（
サ

ー
ビ
ス
業
五
六
社
、
製
造
業
八
五
社
、

そ
の
他
二
社
）
。 

 

一
方
、
人
事
調
査
会
社
の
米
マ
ー

サ
ー
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
ソ
ー
ス
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
今
年
の
昇

給
率
が
前
年
並
み
の
六
・
二
％
に
な

る
と
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
調

査
対
象
は
一
〇
八
社
で
、
業
種
別
で

は
製
薬
業
の
七
・
五
％
が
最
大
。
消

費
財（
六
・
二
％
）、
自
動
車
（
六
・

〇
％
）
も
高
か
っ
た
。
来
年
の
昇
給

率
見
通
し
は
平
均
六
・
五
％
と
上
向

き
。
ハ
イ
テ
ク
や
化
学
の
昇
給
率
が

大
き
く
伸
び
そ
う
だ
。 

 

賞
与
は
今
年
、
来
年
と
も
平
均
二
・

八
カ
月
と
な
っ
た
。
業
種
別
で
は
ハ

イ
テ
ク（
三
カ
月
）、自
動
車（
二
・
七

カ
月
）、
電
子
部
品（
二
・
六
カ
月
）、

そ
の
他（
二
・
一
カ
月
）、化
学（
二
カ

月
）、
消
費
財（
一
・
五
カ
月
）。 

　
（
提
供
　
エ
ヌ
・
エ
ヌ
・
エ
ー
） 
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最近の統計調査より 

◆平成15年就労条件総合調査　　　　　　　　　　　　　　 　11月12日（厚生労働省） 

　・定年退職者の退職給付は大卒者で2,499万円と、平成９年調査に比べ369万円の減少。 

　・完全週休二日制を採用している企業割合は35.9％（前年33.7％）。 

　・年次有給休暇の平均取得日数は8.8日で、取得率は48.1％（同48.4％）。 

◆平成14年度大学等におけるインターンシップ実施状況調査　　11月18日（文部科学省） 

 ・学生が在学中に企業等において就業体験を行う、いわゆるインターンシップを実施した大学は46.3％で、前年度を

4.4ポイント上回る。 

◆外国人雇用状況報告～平成15年6月～　　　　　　　　　　　11月28日（厚生労働省） 

　・外国人労働者は、直接雇用と間接雇用をあわせて延べ274,145人と過去最高。前年比では20.2％増と大幅に増加。 

◆平成14年求職者総合実態調査（平成15年1月調査分）　　　　12月5日（厚生労働省） 

 ・平成13年12月に新規求職の申し込みを行った者のうち、平成15年1月までに一度も就業していない者の割合は

24.8％。中高年齢者で高く、50～54歳は26.5％、55～65歳は39.0％。 

最 近 の 統 計 調 査 より  

11月11日～12月10日に公表された主な労働関係統計　　　　　　　　　　　　　　　　　　（月次統計を除く） 

　注目の統計・指標 

平成15年賃金構造基本統計調査（初任給）　11月14日（厚生労働省）　「大卒で高い伸び」 

　平成15年に採用された者の初任給は大卒の平

均で198,100円、前年比1.5％と10年間で増加率

が最も高くなった。高専・短大卒は165,300円(前

年比0.4％減)、高卒は152,900円(同0.7％減)と減

少している。 

　大卒の初任給を男女別にみると、男性

201,300円(同1.4％増)、女性192,500円(同2.0％増)

であったが、この分布をみると、男女ともに

200,000円から209,900円が最も高いピークにな

っている(図１)。しかしながら、女性には第２

のピークが170,000円～179,000円に存在し、こ

れが男女間の初任給の格差を要因となっている。 

　また、大卒女子の初任給の分布を５年前の平

成10年と比較してみると、２つのピークがある

グラフの形は変わらないが２つのピークの位置

が異なっている(図２)。第一のピークは右へず

れて、初任給の上昇に寄与しているが、第2の

ピークは位置や高さが５年前と変わっていない。

女性の大卒の初任給は改善したように見えるが、

一方で２極化が進んでいる。 

 

情報解析部 



万人 万人 万人 万人 万人 万人 万人 人 ％ ％ 
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最近の統計調査より 

主　要　労　働　指　標 

１５歳以上 
人口 

資料出所 

注1）短時間女性雇用者数は、非農林業に従事する週間就業時間が35時間未満の雇用者。 

総務省「労働力調査」 厚生労働省「一般職業紹介状況」 厚生労働省 

1998年 

99　 

2000年 

01　 

02　 

10,728 

10,783 

10,836 

10,886 

10,927 

10,944 

10,952 

10,943 

10,929 

10,941 

10,933 

10,952 

10,947 

10,960 

10,971 

10,968 

10,968 

10,975 

10,979

5,368 

5,331 

5,356 

5,369 

5,331 

5,342 

5,336 

5,350 

5,348 

5,289 

5,262 

5,296 

5,312 

5,351 

5,373 

5,382 

5,347 

5,328 

5,332

755 

774 

754 

829 

835 

822 

801 

811 

1,075 

834 

801 

801 

1,012 

789 

792 

811 

803 

795 

810

279 

317 

320 

340 

359 

362 

365 

353 

356 

368 

349 

359 

362 

361 

356 

352 

339 

343 

345

102.1 

107.3 

103.8 

109.2 

109.6 

111.5 

110.4 

99.9 

96.8 

94.9 

90.2 

87.5 

87.0 

92.9 

92.3 

96.1 

92.7 

91.0

2,394,818 

2,529,993 

2,506,804 

2,597,580 

2,768,427 

2,685,284 

2,723,666 

2,587,151 

2,463,954 

2,569,925 

2,578,948 

2,710,557 

2,925,681 

2,850,509 

2,745,950 

2,671,591 

2,518,749 

2,519,722 

2,513,230

15.6 

5.6 

-0.9 

3.6 

6.6 

5.5 

2.0 

-1.1 

-3.2 

-5.4 

-5.4 

-4.3 

-5.5 

-5.9 

-3.9 

-5.1 

-6.5 

-6.2 

-7.7

16.9 

5.0 

-3.3 

5.2 

0.3 

-0.9 

-5.3 

-12.2 

-13.0 

-16.4 

-18.1 

-16.4 

-18.5 

-19.3 

-17.2 

-18.3 

-20.0 

-18.4

6,514 

6,462 

6,446 

6,412 

6,330 

6,353 

6,355 

6,346 

6,291 

6,203 

6,193 

6,266 

6,306 

6,360 

6,411 

6,381 

6,361 

6,346 

6,337

6,793 

6,779 

6,766 

6,752 

6,689 

6,717 

6,717 

6,684 

6,622 

6,560 

6,542 

6,649 

6,691 

6,735 

6,771 

6,722 

6,693 

6,692 

6,680

労働力 
人口 

短時間 
女性雇用 
者数1） 

就業者数 雇用者数 
失業者数 雇用保険受給者実人員 月間有効求職者数 

季調値 前年比 前年比 

9 

10 

11 

12

02年　月 

03年　月 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

新規求職 
申込件数 

資料出所 厚生労働省「一般職業紹介状況」 厚生労働省「毎月勤労統計調査」 

1998年 

99　 

2000年 

01　 

02　 

15.4 

4.2 

-0.2 

5.0 

9.2 

9.6 

2.6 

-1.1 

-1.7 

-3.0 

-0.5 

-0.6 

-5.4 

-1.4 

7.0 

-4.6 

-5.2 

2.8 

-5.5

-15.3 

-4.6 

22.0 

4.2 

-3.1 

1.8 

5.2 

6.9 

11.0 

10.7 

11.5 

10.2 

9.2 

9.6 

11.2 

10.2 

10.5 

13.8 

15.4 

 

-11.9 

-0.7 

19.9 

1.5 

0.6 

5.9 

10.7 

7.0 

12.6 

12.3 

10.1 

8.5 

8.0 

8.2 

12.6 

9.8 

9.0 

17.8 

15.9 

 

0.53  

0.48  

0.59  

0.59  

0.54  

0.55  

0.56  

0.57  

0.59  

0.60  

0.61  

0.60  

0.60  

0.61  

0.61  

0.62  

0.63  

0.66  

0.70  

 

0.50  

0.49  

0.62  

0.56  

0.56  

0.95  

0.98  

0.99  

1.02  

1.02  

0.99  

1.06  

1.03  

0.99  

0.96  

1.04  

1.08  

1.09  

1.21  

 

4.2 

3.4 

3.2 

3.6 

4.2 

3.9 

3.8 

4.2 

3.6 

2.4 

1.5 

2.1 

1.7 

1.3 

1.0 

2.5 

2.8 

2.5 

3.9

0.2 

-0.3 

-0.2 

-0.2 

-0.6 

-0.7 

-0.8 

-0.8 

-0.7 

-0.6 

-0.7 

-0.6 

-0.8 

-0.6 

-0.6 

-0.4 

-0.4 

-0.4 

-0.3

-1.2 

-2.3 

-1.5 

-2.0 

-4.3 

-4.3 

-4.1 

-3.9 

-3.5 

-3.3 

-3.1 

-2.8 

-2.7 

-2.3 

-2.1 

-1.9 

-1.9 

-1.9 

-1.8

-0.8 

-1.0 

-1.0 

-1.1 

-1.8 

-2.1 

-1.9 

-2.0 

-1.9 

-1.5 

-1.4 

-1.3 

-1.5 

-1.2 

-1.1 

1.4 

-1.3 

-1.1 

-1.5

1,265,216 

1,206,889 

1,472,596 

1,534,182 

1,486,484 

1,542,417 

1,609,468 

1,554,343 

1,453,547 

1,513,982 

1,602,350 

1,751,645 

1,715,171 

1,581,452 

1,534,779 

1,585,243 

1,603,148 

1,754,752 

1,857,801

新規求人数 月間有効求人数 

前年比 前年比 

有効求人 
倍率 

新規求人 
倍率 

常用雇用(前年比） 

季調値 季調値 製造業 
一般労働者 

（前年比） 
パートタイム 
労働者 

1998年 

99　 

2000年 

01　 

02　 

9 

10 

11 

12

02年　月 

03年　月 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10



％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

万人 万人 万人 万人 万人 ％ ％ ％ ％ 
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現金給与総額 
（前年比） 

総実労働時間 
（前年比） 

所定外労働時間 
（前年比） 

労働生産性 
（製造業） 

賃金コスト 
（製造業） 

（前年比） 前年比 

資料出所 

注2）アメリカ：16歳以上。  イギリス：16歳以上。月数値については、2ヶ月前からの3ヶ月間の平均値である。 
　　 ドイツ　：公務員及び臨時雇用者を除く。  フランス：雇用者数（四半期）である。 

厚生労働省「毎月勤労統計調査」 労働政策研究・研修機構 

-1.3 

-1.3 

0.5 

-1.1 

-2.4 

-1.2 

-0.5 

-0.8 

-2.7 

-1.0 

-0.1 

-1.1 

-0.6 

0.6 

2.5 

-1.9 

-1.7 

0.4 

-0.2

-1.1 

-1.0 

0.8 

-0.8 

-0.8 

-0.7 

-0.8 

-1.0 

-0.3 

1.2 

-0.3 

0.2 

-0.4 

1.9 

1.1 

-0.4 

-1.4 

0.7 

1.1

-0.8 

-0.7 

0.8 

-0.4 

-0.1 

-0.1 

-0.1 

-0.2 

0.5 

1.6 

0.0 

0.3 

-0.3 

2.1 

1.6 

-0.3 

-1.1 

1.1 

1.6

-7.6 

-1.9 

3.6 

-4.4 

0.1 

4.9 

4.7 

6.5 

6.4 

6.8 

6.5 

6.2 

4.0 

5.5 

4.4 

4.3 

3.3 

3.1 

5.1

-15.0 

1.5 

13.6 

-7.4 

4.0 

12.7 

14.2 

18.9 

19.6 

18.9 

15.8 

14.4 

10.4 

10.3 

8.3 

6.5 

8.3 

7.0 

8.9

4.8 

-3.6 

-5.7 

4.7 

-4.6 

-8.1 

-8.4 

-8.5 

-11.2 

-9.7 

-6.0 

-4.6 

-4.6 

-1.8 

-1.8 

0.1 

-0.7 

-5.1 

-4.0

92.1 

94.5 

100.0 

95.9 

98.9 

103.9 

103.7 

97.9 

98.4 

107.0 

97.5 

113.7 

96.3 

101.6 

98.8 

102.0 

99.0 

109.6 

107.4

110.0 

106.0 

100.0 

104.7 

100.0 

77.3 

77.3 

82.5 

182.7 

87.1 

81.5 

72.4 

83.7 

82.4 

127.0 

126.4 

90.6 

73.4 

74.2

-3.8 

2.6 

5.8 

-4.1 

3.1 

9.5 

9.4 

8.7 

8.7 

8.2 

6.8 

5.5 

6.0 

0.8 

3.2 

1.3 

1.1 

5.5 

3.6

-0.3 

0.0 

1.1 

-0.8 

-1.1 

-1.0 

-0.6 

-0.6 

-0.6 

-0.2 

0.0 

0.1 

-0.4 

0.6 

0.2 

0.0 

-0.2 

0.3 

-0.5

-0.9 

-0.6 

1.2 

-0.4 

-1.6 

-0.4 

0.2 

0.0 

-1.7 

-0.5 

0.5 

-0.7 

-0.2 

0.9 

3.0 

-1.4 

-1.2 

0.8 

0.5

一般労働者 

定期給与 

製造業 指 数 指 数 一般労働者 前年比 

資料出所 各　　国 ＯＥＣＤ 

6,514 

6,462 

6,446 

6,412 

6,330 

6,327 

6,317 

6,305 

6,305 

6,296 

6,306 

6,336 

6,309 

6,314 

6,361 

6,339 

6,321 

6,322 

6,300 

 

13,147 

13,350 

13,522 

13,504 

13,424 

13,731 

13,699 

13,654 

13,644 

13,754 

13,741 

13,735 

13,769 

13,749 

13,774 

13,748 

13,763 

13,757 

13,801 

 

3,761 

3,808 

3,875 

3,892 

3,869 

3,856 

3,852 

3,844 

3,838 

3,832 

3,830 

3,827 

3,827 

3,825 

3,823 

3,818 

3,815 

3,812

4.1 

4.7 

4.7 

5.0 

5.4 

5.4 

5.5 

5.3 

5.5 

5.5 

5.2 

5.4 

5.4 

5.4 

5.3 

5.3 

5.1 

5.1 

5.2

9.9 

9.1 

7.8 

7.4 

7.7 

7.8 

7.8 

7.8 

7.9 

7.9 

8.0 

8.0 

8.0 

8.0 

8.0 

8.0 

8.0 

8.0 

8.0

11.4 

10.7 

9.3 

8.5 

8.8 

8.9 

9.0 

9.0 

9.1 

9.1 

9.2 

9.2 

9.3 

9.3 

9.4 

9.4 

9.5 

9.5 

9.6

4.5 

4.2 

4.0 

4.7 

5.8 

5.7 

5.8 

5.9 

6.0 

5.7 

5.8 

5.8 

6.0 

6.1 

6.4 

6.2 

6.1 

6.1 

6.0 

 

9.3 

8.6 

7.8 

7.8 

8.6 

8.7 

8.8 

8.9 

8.9 

9.1 

9.2 

9.3 

9.4 

9.4 

9.4 

9.4 

9.4 

9.4 

9.3

6.2 

5.9 

5.4 

5.0 

5.1 

5.2 

5.1 

5.1 

4.9 

5.0 

5.1 

5.0 

5.0 

4.9 

5.0 

5.0 

4.9

イギリス フランス 日  本 アメリカ ＥＵ15 ド イ ツ イギリス 日  本 アメリカ ド イ ツ 

就業者数 2）（季節調整値） 標準化失業率（季節調整値） 

フランス 

2,660 

2,691 

2,727 

2,751 

2,766 

2,776 

2,778 

2,781 

2,782 

2,782 

2,781 

2,786 

2,787 

2,791 

2,792 

2,793 

2,790 

2,815

2,271 

2,306 

2,345 

2,376 

- 

1,545 

 

 

1,550 

  

 

1,544 

 

 

1,545 

 

 

1,543 

 

1998年 

99　 

2000年 

01　 

02　 

9 

10 

11 

12

02年　月 

03年　月 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

1998年 

99　 

2000年 

01　 

02　 

9 

10 

11 

12

02年　月 

03年　月 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10
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求人倍率  今月のキーワード解説 

（情報解析課長　井嶋俊幸） 

　世の中の求人、求職のすべてがハローワークを通じているわけではありませんが、求人倍率は景気をよ

く反映していることが知られています。図２を詳しく見ると、新規求人倍率の方がぎざぎさが多く、また、

有効求人倍率よりやや左にずれています。このように、新規求人倍率はまさにその月に新たに発生した求

人・求職の動きを示すので景気に先行的な動きをとらえることができ、また、有効求人倍率は繰越分も含

むので動きが安定し方向が読み取りやすく、景気の動向とほぼ一致した動きを示すとされています。 

　労働市場の動向を示す指標として求人倍率というものがあります。これは、全国のハローワークにおけ

る業務取扱状況に基づいて作成される統計（職業安定業務統計）から主要なものを抜き出して毎月月末に

厚生労働省から公表される「一般職業紹介状況」の中に含まれています。 

　求人倍率としては「新規求人倍率」と「有効求人倍率」の２種類が発表されます。「新規求人倍率」は、

その月に新たに申し込まれた「求人数」と「求職者数」の比率であり、有効求人倍率は「月間有効求人数」

と「月間有効求職者数」の比率です。 

　それでは、月間有効求人数や月間有効求職者数とは一体どのようなものでしょうか。 

　企業などが行うハローワークへの求人申し込みには有効期間が設けられています。通常は申込みを受理

した月の翌々月の月末までが有効期間ですが、１ヶ月の延長が可能です。有効期間が過ぎても採用が決ま

らず、引き続き求人を行いたい場合は条件を緩和するなどして新たな求人として再度申し込みを行うこと

となります。また、仕事を探している求職者が行う求職申し込みも通常は翌々月の月末までが有効期間で

すが、求職者が引き続きあつ旋の継続を申し出た場合には、１カ月単位で延長されます。 

　有効とは、申し込まれた求人や求職が有効期間内にあり、採用や就職などが決まっていない状態をいい

ます。 

　「月間有効求人数」の定義は前月末時点で翌月以降も有効な求人数（前月から繰り越された求人数）に

当該月の間に新たに申し込まれた求人数を加えたものです（図１参照）。同様に「月間有効求職者数」の

定義は前月末時点で翌月以降も有効な求職者数に当該月の間に新たに求職の申込みをした者の数を加えた

ものです。したがって、有効求人数や有効求職者数は就職（求人と求職のマッチング）の成立や新規の求

人・求職の申込みなどによって日々増減することになります。 

　有効求人倍率とは、有効な求人数と有効な求職者数との比率であると説明されますが、実際は、その月

のトータル（繰越分と新規発生分）の求人数とトータルの求職者数の比率であり、一時点の状況を表した

ものではなく、その月の労働市場の状況を総合的に表した指標であるということがいえます。 
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UCLA労働研究教育センター 

所長　ケント・ウォン氏 

ア
メ
リ
カ
の
非
典
型
労
働
者 

―
そ
の
現
状
と
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
対
応 

　
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
労
働
研
究
教
育
セ
ン

タ
ー
所
長
の
ケ
ン
ト
・
ウ
ォ
ン
氏
が
一
一
月
七

日
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
国
際
労
働

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
「
ア
メ
リ
カ
の
非
典
型

労
働
者
―
そ
の
現
状
と
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
ア

メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
・
産
別
会
議
）
の
対
応
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。 

 

ウ
ォ
ン
氏
は
講
演
の
中
で
、
従
来
組
織
化
が

難
し
い
と
言
わ
れ
て
き
た
パ
ー
ト
な
ど
の
非
典

型
労
働
者
も
、
組
合
の
積
極
的
な
取
り
組
み
で

組
織
化
が
可
能
な
こ
と
を
、
実
例
を
あ
げ
な
が

ら
紹
介
し
た
。 

  

●
米
国

の
労
使
関
係
の
現
状 

 

現
在
の
米
国
労
使
関
係
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
の
は
次
の
三
つ
だ
。 

 

第
一
は
、
脱
工
業
化
。
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化

に
伴
い
、
従
来
労
働
運
動
の
担
い
手
だ
っ
た
自

動
車
・
鉄
鋼
な
ど
の
重
工
業
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

業
へ
産
業
構
造
が
転
換
し
た
。 

 

第
二
は
、
新
自
由
主
義
の
台
頭
だ
。
自
由
市

場
を
無
条
件
に
擁
護
し
、
自
由
貿
易
と
逆
進
的

税
制
を
推
進
し
た
。
公
共
部
門
を
民
営
化
す
る

動
き
も
で
て
き
た
。 

　
第
三
は
、
労
働
組
合
組
織
率
の
低
下
だ
。
五

○
年
前
は
三
五
％
あ
っ
た
組
織
率
が
、
今
で
は
、

一
三
％
に
低
下
。
と
く
に
民
間
部
門
で
は
、
一

〇
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。 

 

こ
の
た
め
、
米
国
で
は
、
所
得
の
格
差
が
広

が
り
、
先
進
国
の
中
で
貧
富
の
差
が
一
番
大
き

く
開
い
た
。
組
織
率
の
低
下
に
よ
り
、
非
典
型

労
働
者
が
増
加
し
、
雇
用
・
経
済
不
安
が
生
じ

た
。
　 

 

現
在
、
米
国
企
業
で
は
、
自
社
の
中
核
労
働

力
を
外
注
化
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
、

清
掃
作
業
員
・
事
務
職
員
・
食
品
サ
ー
ビ
ス
業

の
分
野
で
顕
著
だ
。 

 

私
の
故
郷
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
、
七
万
人
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
労
働
者
が
ス
ト
に
突
入

し
た
。
使
用
者
側
は
、
団
体
交
渉
の
席
上
、
米

国
を
代
表
す
る
大
企
業
で
、
競
争
力
世
界
一
の

ウ
ォ
ー
ル
マ
ー
ト
と
競
争
す
る
に
は
、
医
療
保

険
の
縮
小
、
年
金
の
引
き
下
げ
、
新
規
採
用
従

業
員
の
賃
下
げ
が
必
要
だ
と
主
張
し
て
い
る
。 

 

今
で
も
従
業
員
に
は
最
低
限
の
給
料
し
か
支

払
わ
ず
、
福
利
厚
生
も
不
十
分
だ
。
年
間
の
離

職
率
は
四
五
％
と
高
い
。
　 

 

も
し
、
こ
の
状
況
を
推
し
進
め
る
と
、
労
働

条
件
の
悪
化
を
競
い
合
う
こ
と
に
な
る
。
　 

 

今
回
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
七
万
人
ス
ト
の

結
果
は
、
一
地
域
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全

米
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
。 

 

　 
 

●
非
典
型
労
働
者

の
増
加 

 

米
国
の
労
働
市
場
を
み
る
と
、
女
性
と
白
人

以
外
の
少
数
民
族
・
移
民
労
働
者
が
労
働
市
場

に
多
数
進
出
し
た
。
か
れ
ら
は
、
劣
悪
な
労
働

条
件
で
仕
事
を
し
て
い
る
。 

 

米
国
の
数
十
年
間
を
振
り
返
る
と
、
大
き
く

状
況
が
変
化
し
た
。 

 

か
っ
て
、
労
働
者
と
使
用
者
は
、
長
期
の
雇

用
関
係
が
あ
り
、
雇
用
・
年
金
が
確
立
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
今
で
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
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い
な
い
労
働
者
が
長
期
安
定
雇
用
に
つ
く
の
は

非
常
に
難
し
い
。 

 

一
昔
前
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
、
自
動
車
・

鉄
鋼
産
業
の
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
者
が
組
織
化

さ
れ
、
中
産
階
級
と
し
て
そ
れ
な
り
の
暮
ら
し

が
確
保
さ
れ
て
い
る
労
働
者
が
何
千
人
も
い
た
。 

 
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
、
米
国
の
中
で
も
一
番
製

造
業
が
集
約
し
て
い
る
場
所
で
、
製
造
業
の
労

働
人
口
は
、
七
○
万
人
程
度
い
る
。 

 

こ
こ
は
、
悪
辣
な
労
働
条
件
で
働
か
せ
る
ス

ウ
ェ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
プ
の
一
大
集
約
地
と
な
っ

た
。
　 

 

例
え
ば
、
裁
縫
関
係
の
労
働
者
一
二
万
人
は

、

最
低
賃
金
を
下
回
る
劣
悪
な
労
働
条
件
下
で
働

か
さ
れ
て
い
る
。 

 

か
つ
て
は
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
者
が
組
織

化
さ
れ
て
い
た
地
域
が
、
今
で
は
低
賃
金
の
未

組
織
労
働
者
の
集
ま
る
場
所
と
な
っ
た
。 

   

●
非
典
型
労
働
者

の
組
織
化 

 

こ
の
よ
う
に
、
大
き
く
変
化
し
た
現
状
の
中

で
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
時
代
の
要
請
に
ど
う

応
え
て
い
る
の
か
？ 

 

一
九
九
五
年
に
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
で
は
、
現

在
の
ス
ウ
ィ
ニ
ー
会
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
新
執

行
部
が
選
出
さ
れ
、
組
織
は
大
き
く
方
向
転
換

し
、
労
働
組
合
の
組
織
化
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
。 

 

産
業
構
造
の
転
換
に
伴
い
、
従
来
の
組
合
活

動
の
基
盤
だ
っ
た
自
動
車
・
鉄
鋼
産
業
は
、
組

織
率
が
低
下
。
逆
に
、
組
織
化
の
重
点
を
を
サ

ー
ビ
ス
産
業
、
公
共
・
医
療
分
野
に
移
し
た
結

果
、
組
織
率
が
上
昇
し
た
。 
 

非
典
型
労
働
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
、
二
つ

の
事
例
を
あ
げ
て
説
明
す
る
。 

 

第
一
に
「
ジ
ャ
ニ
タ
ー
（
清
掃
労
働
者
）
に

正
義
を
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
。 
 

そ
れ
ま
で
ジ
ャ
ニ
タ
ー
は
、
ビ
ル
所
有
の
大

企
業
に
直
接
雇
用
さ
れ
、
組
織
率
も
非
常
に
高

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
企
業
が
、
ジ
ャ
ニ
タ
ー

を
外
注
化
し
た
の
で
、
労
働
条
件
が
大
幅
に
悪

化
し
た
。
外
注
化
さ
れ
た
ジ
ャ
ニ
タ
ー
は
、
多

く
が
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
だ
。
正
規
の
入
国
手
続

き
を
経
て
い
な
い
人
も
多
数
い
た
。 

 

そ
こ
で
、
当
時
私
が
顧
問
弁
護
士
を
し
て
い

た
全
米
サ
ー
ビ
ス
従
業
員
労
働
組
合
（
Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｕ
）
は
、
一
九
八
○
年
代
に
、
全
米
で
組
織
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。
当
初
、
か
れ
ら

を
取
り
ま
と
め
、
組
織
化
し
て
い
く
こ
と
は
、

不
可
能
と
思
わ
れ
た
。 

 

し
か
し
、
組
合
は
ジ
ャ
ニ
タ
ー
に
積
極
的
に 

　「雇用なき経済回復」がいわれるアメリカの景

気は、企業のダウンサイジングによって達成され

ているといっても過言ではない。すなわち、企業

ではコスト削減のための合理化が行われ、パート

タイマー、派遣労働者など非典型労働者が、正規

の労働者にとって代わるようになっている。本年

9月4日に、米国労働統計局が発表した雇用状況

調査結果によると、製造業の雇用者数は依然減少

が続いている。職を失っている労働者の多くは、

工場で働くブルーカラーの人々である。 

 アメリカ労働総同盟・産別会議（AFL･CIO）

のジョン・スウィニー会長は、デトロイトで開か

れたエコノミック・クラブでの講演で、米国では，

現在1500万人の労働者が、失業中、もしくはフ

ルタイムで働くことを希望しながらパートタイム

で働くことを余儀なくされている、と述べた。ウ

ォン氏も講演で指摘したように非典型労働者は、

雇用の面でも、経済的な面においても保障が乏し

い。医療保険がカバーされていない労働者も多い。

そういった労働者の多くは、ヒスパニック、アフ

リカ、アジア系アメリカ人などマイノリティの人々

である。 

 AFL･CIOは、移民労働者の権利と公平性を確

保するための団体を、支部組合に加えるという組

織拡大のための新しい方針を推進中であり、その

担い手のひとりが、アメリカ労働運動の新勢力で

ある「ニューボイス」の旗手ケント・D・ウォン

ＵＣＬＡ労働研究教育センター所長である。厳し

い雇用情勢のしわ寄せを一番受けやすい移民労働

者たちが、連帯して幸福な労働者生活を送れるよ

うに、日々支援活動を続けている。 

　　　 （国際研究部・主任調査員　野村かすみ） 

マイノリティの人々と 
連帯するAFL・CIO
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働
き
か
け
、
ジ
ャ
ニ
タ
ー
自
身
の
意
識
改
革
を

促
し
た
。
ま
た
、
一
般
の
人
々
に
対
し
て
も
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
情
報
を
発
信
し
、
社
会
全
体
に

対
し
て
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。 

 

労
働
者
は
、
モ
ッ
プ
を
振
り
上
げ
、
握
り
こ

ぶ
し
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
、
積
極
的
に
活
動
し
た
。 

 
世
界
で
も
指
折
り
の
大
企
業
が
、
夜
間
に
清

掃
労
働
者
を
劣
悪
な
労
働
条
件
下
で
働
か
せ
て

い
る
こ
と
を
全
米
に
知
ら
せ
た
。
こ
の
運
動
に

は
、
シ
ン
パ
も
ふ
え
、
教
会
・
地
域
団
体
、
学

生
も
連
帯
し
た
。
こ
れ
ら
粘
り
強
い
取
り
組
み

の
結
果
、
ジ
ャ
ニ
タ
ー
の
組
織
化
に
成
功
し
た
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
前
の
組
織
率
は
二
〇
％

程
度
だ
っ
た
が
、
九
○
％
程
度
に
ま
で
向
上
し

た
。 

 

大
事
な
こ
と
は
、
組
合
の
積
極
的
な
組
織
化

活
動
で
、
非
典
型
労
働
者
も
組
織
化
が
可
能
に

な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
　 

 

も
う
一
つ
の
事
例
を
あ
げ
る
。
一
九
九
九
年

の
ホ
ー
ム
ケ
ア
労
働
者
の
組
織
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
だ
。
　 

 

こ
の
運
動
は
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
を
提
供
す
る
在

宅
介
護
労
働
者
を
組
織
化
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

だ
っ
た
。
過
去
半
世
紀
の
な
か
で
、
組
織
化
で

最
大
の
成
果
を
お
さ
め
た
運
動
と
い
え
る
。 

 

こ
れ
ま
で
在
宅
介
護
労
働
者
を
組
織
化
す
る

の
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
、
労
働
運
動
か
ら
見

捨
て
ら
れ
て
い
た
。 

　
彼
ら
は
、
医
療
ケ
ア
の
中
核
で
仕
事
を
し
な

が
ら
、
医
療
保
障
の
恩
恵
を
全
く
受
け
て
な
い
。

そ
の
多
く
は
、
女
性
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
だ
。 

 

組
織
化
の
作
戦
と
し
て
は
、
地
域
全
体
を
細

分
化
し
、
リ
ー
ダ
ー
を
選
出
。
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

に
組
織
化
し
た
。
点
在
す
る
労
働
者
を
組
織
化

す
る
た
め
、
組
織
立
ち
上
げ
に
か
な
り
の
時
間

を
費
や
し
た
。
足
掛
け
一
二
年
、
一
九
九
九
年

に
七
万
四
○
○
○
人
の
在
宅
介
護
労
働
者
が
、

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
に
加
盟
し
て
、
運
動
は
勝
利
に
終
わ

っ
た
。 

   

●
新
体
制

の
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ 

 

従
来
の
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
既
存
の
組
合

員
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
主
た
る
役
割
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
が
ベ
ー
ス
で
、
非
典
型
労

働
者
は
組
織
化
の
対
象
外
だ
っ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
や
、
新
体
制
の

Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
を
基
軸
に
置
い
て
い

る
。
こ
れ
は
、
労
働
組
合
が
既
存
の
組
合
員
に

だ
け
奉
仕
す
る
も
の
で
は
な
く
、
労
働
者
全
体

に
社
会
運
動
の
一
環
と
し
て
働
き
か
け
る
も
の

だ
。 

 

一
九
九
五
年
以
降
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
取

り
扱
う
問
題
は
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
今
で
は
、

移
民
労
働
者
の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

そ
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
・

ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
一
環
と
し
て
、
リ
ビ
ン
グ
ウ

ェ
ー
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
打
ち
出
し
た
。
　 

 

こ
れ
は
、
生
活
で
き
る
だ
け
の
賃
金
を
組
合

員
の
み
な
ら
ず
、
全
労
働
者
に
支
給
す
る
こ
と

を
訴
え
る
も
の
だ
。
賃
金
の
底
上
げ
を
目
指
す

運
動
だ
。
　
　
　
　
　 

 

ま
た
、
こ
の
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
、

医
療
ケ
ア
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
人
々
を
対

象
に
す
る
運
動
も
行
っ
て
い
る
。 

 

米
国
内
に
は
、
実
に
、
四
四
○
○
万
人
も
医

療
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
な
い
人
が
い
る
。 

   

●

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
を
　 

 

今
、
組
合
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
、
大

き
な
変
革
の
流
れ
が
生
じ
て
る
。
脱
工
業
化
、

二
次
産
業
か
ら
三
次
産
業
へ
の
雇
用
の
シ
フ
ト

だ
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
提
唱
す
る
資
本
主
義
政

策
は
今
後
も
続
く
。
そ
し
て
、
脱
工
業
化
、
ネ

オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
影
響
の
も
と
、
非
典
型
労
働
者
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
る
。 

 

そ
う
い
う
状
況
下
、
組
合
に
で
き
る
こ
と
は

、

非
典
型
労
働
者
を
自
ら
の
運
動
の
中
に
引
き
入

れ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
社
会
正
義
実
現
の
た

め
、
同
じ
よ
う
な
考
え
方
を
も
っ
て
い
る
人
々

と
連
帯
し
、
大
き
な
力
を
つ
く
り
、
米
国
を
方

向
転
換
さ
せ
る
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
大
事

だ
。 

　
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
二
○
○
四
年
の
再
選
を

阻
む
た
め
、
労
働
組
合
は
、
最
も
大
き
な
力
を

発
揮
で
き
る
勢
力
だ
。
二
〇
○
四
年
の
再
選
阻

止
の
た
め
、
全
力
を
傾
注
す
る
。
　 

 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
な
り
、

資
本
に
国
境
は
な
く
な
っ
た
。
労
働
力
の
移
動
・

移
民
の
増
加
は
世
界
的
な
傾
向
だ
。
資
本
側
は

国
際
的
に
発
展
し
て
い
る
が
、
組
合
側
は
い
ま

だ
国
境
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
相
手
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
て
い
る
な
ら
、
組
合
運
動
も
地
球
規

模
で
展
開
す
れ
ば
い
い
。
平
和
と
社
会
正
義
実

現
の
た
め
の
国
際
連
帯
が
一
番
大
事
だ
。 

   

■
ケ
ン
ト
・
ウ
ォ
ン 

　
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
顧
問
弁
護
士
な
ど
を
経
て
、
現
在

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
・
労

働
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
。
ア
ジ
ア
太
平
洋

系
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
連
合
の
創
立
会
長
で
も

あ
る
。 
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各
地
の
学
窓
か
ら
 

北
電
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
 

 
―
―
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
の
新
し
い
試
み
 

馬
　
駿
　
 

（
富
山
大
学
経
済
学
部
助
教
授
） 

富　山 

　
二
年
前
よ
り
、
地
元
企
業
の
人
材
育
成
研

修
に
携
わ
る
機
会
を
得
て
い
る
。
北
陸
電
力

の
「
北
電
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
で
あ
る
。

同
社
は
電
力
自
由
化
後
の
激
し
い
環
境
変
化

に
対
し
て
危
機
感
を
も
ち
、
次
世
代
経
営
幹

部
に
事
業
を
自
ら
切
り
開
く
能
力
、
自
ら
変

革
を
起
こ
す
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
こ
の
新
し
い
経
営
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
し
た
の
で
あ
る
。 

 

受
講
者
が
事
前
に
指
定
さ
れ
た
経
営
学
に

関
す
る
課
題
図
書
を
通
じ
て
自
習
学
習
を
行

っ
た
う
え
、
土
日
開
講
で
延
べ
約
二
〇
〇
時

間
か
け
、
八
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
受
講
者
に
自
己
の
リ
ー
ダ

シ
ッ
プ
や
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
必
要
な
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
を
習
得
さ
せ
る
。
つ
ぎ
に
、

講
義
形
式
で
経
営
に
関
す
る
専
門
知
識
を
学

習
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
専
門
知
識
を
実
践
に

結
び
つ
け
る
た
め
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行

い
、
受
講
者
の
総
合
的
分
析
能
力
を
深
め
る
。

さ
ら
に
、
受
講
者
が
こ
れ
ま
で
の
段
階
で
習

得
し
た
専
門
知
識
や
身
に
つ
け
た
分
析
能
力

を
活
か
し
、
自
ら
自
社
の
経
営
課
題
を
探
り

出
し
、
そ
れ
に
対
し
て
分
析
し
、
解
決
案
を

経
営
陣
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
。 

 

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
次
の
三
つ
の
特
徴

が
あ
る
。
第
一
に
、
優
秀
な
中
間
管
理
職
を

将
来
の
経
営
幹
部
に
育
て
て
い
く
た
め
、
そ

し
て
若
手
の
従
業
員
の
働
く
意
欲
を
高
め
る

た
め
、
選
抜
し
て
か
ら
育
成
と
い
う
論
理
で

受
講
者
が
選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
二
に
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、
講
義
と
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
の
部
分
を
公
開
講
座
に
し
、
地
域
の
他
の

企
業
の
経
営
幹
部
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
社

内
の
受
講
者
に
電
力
業
界
に
留
ま
ら
な
い
広

い
見
識
と
複
眼
的
に
考
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
キ
ル
を
育
成
す
る
と
い
う
狙
い
も
込
め
ら

れ
て
い
る
。
第
三
に
、
産
学
連
携
に
よ
る
地

域
企
業
の
人
材
育
成
と
い
う
目
的
も
あ
り
、

地
元
の
国
立
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
人
的
資

源
を
活
用
し
、
単
に
講
師
と
し
て
講
義
さ
せ

る
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
支

援
者
）
と
し
て
受
講
者
の
経
営
課
題
の
検
討

を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
、
ま
た
こ
の
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
に
も
携
わ
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
企
業
の
競
争
力
は
変
化
へ
の
対
応
能
力
の

高
さ
に
左
右
さ
れ
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ
て

い
る
が
、
変
化
へ
の
対
応
と
い
っ
て
も
、
変

化
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
対
応
能

力
が
違
う
と
日
本
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
の
猪

木
武
徳
教
授
が
力
説
し
て
い
る
。
猪
木
教
授

は
『
一
橋
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ビ
ュ
ー
』
（
二
〇
〇

一
年
夏
号
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
橋
大
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
編
）
で
、

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
「
周
辺
的

変
化
」
と
「
根
本
的
変
化
」
に
区
別
し
、
前

者
に
対
し
て
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
通
し
て
形
成
さ
れ

た
統
合
的
技
能
で
十
分
対
応
で
き
る
が
、
「
根

本
的
変
化
」
へ
の
対
応
は
従
業
員
の
総
合
的

判
断
能
力
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
高
度

な
専
門
知
識
が
必
要
と
な
る
と
主
張
し
て
い

る
。 

 

こ
れ
ま
で
日
本
企
業
で
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
通
し

て
多
く
の
従
業
員
が
優
れ
た
統
合
的
技
能
を

持
つ
こ
と
が
で
き
、
日
本
企
業
の
競
争
力
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
た
が
、
変
化
の
激
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
対
応
す
る
総
合
判
断
能
力

が
乏
し
い
た
め
、
日
本
企
業
の
競
争
力
が
弱

ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
今
後
の
日
本
企
業
に
と
っ
て
、

経
営
に
関
す
る
高
度
の
専
門
知
識
を
習
得
し
、

総
合
的
判
断
能
力
を
高
め
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ

ス
教
育
は
重
要
な
意
義
を
持
つ
。 

 

「
北
電
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
ま
さ

し
く
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
ひ
と
つ
の

試
み
を
示
唆
し
て
い
る
。 

   

マ
・
ジ
ュ
ン
　
富
山
大
学
経
済
学
部
助
教

授
。
人
的
資
源
管
理
専
攻
。
主
な
論
文
に
、

「
技
能
形
成
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
シ

ス
テ
ム
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
四
五

〇
号
な
ど
。 
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私のこの一冊 

私　の　こ　の　一　冊 

『レオナルド・ダ・ヴィンチ』 

P r o f i l e

澤田陽太郎 
（さわだ・ようたろう） 
雇用・能力開発機構理事長 

下村寅太郎　著  
勁草書房　（1961年発行） 

1968年労働省に入省。以来、大臣官房秘書課長、大阪労働基準局長、
労働基準局安全衛生部長、大臣官房審議官、大臣官房政策調査部長、
労政局長、厚生労働省職業安定局長、厚生労働事務次官などを歴任。
2003年10月より現職。 

　
私
は
幼
い
頃
か
ら
写
実
的
な
絵
を
描

く
こ
と
が
好
き
で
、
小
学
生
時
代
は
展

覧
会
等
で
度
々
賞
を
貰
っ
て
い
た
が
、

高
校
生
の
頃
に
は
下
手
の
横
好
き
レ
ベ

ル
に
と
ど
ま
り
、
関
心
は
天
文
・
地
理
、

生
物
に
向
い
て
い
た
。 

 

こ
う
し
た
背
景
か
ら
か
、
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
期
の
画
家
、
彫
刻
家
、
建
築
家
、

科
学
者
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

に
興
味
を
持
ち
、
特
に
画
家
と
し
て
の

彼
に
つ
い
て
種
々
の
解
説
書
を
読
ん
で

い
る
う
ち
、
大
学
一
年
生
の
時
に
本
書

に
出
会
っ
た
。 

　
勁
草
書
房
・
思
想
学
説
全
書
の
中
に
、

約
四
〇
年
前
の
大
学
生
な
ら
誰
で
も
一

度
は
そ
の
著
作
を
読
む
カ
ン
ト
、
ヘ
ー

ゲ
ル
、
サ
ル
ト
ル
等
の
思
想
家
と
並
ん

で
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」

が
あ
っ
た
の
は
驚
き
で
あ
っ
た
。 

 

本
書
は
専
ら
芸
術
家
と
し
て
扱
わ
れ

て
き
た
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
を
哲
学
者
と
し

て
捉
え
よ
う
と
試
み
た
も
の
だ
が
、
必

ず
し
も
成
功
し
て
い
る
と
は
思
え
ず
、

む
し
ろ
「
芸
術
家
で
あ
る
こ
と
に
お
い

て
科
学
者
で
あ
る
」
と
い
う
考
察
は
説

得
力
が
あ
り
、

強
く
感
銘
を
受

け
た
。 

 

そ
の
概
略
は

以
下
の
通
り
だ
。 

 

ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
は
『
絵
画
論
』

の
中
で
「
画
家

は
一
切
の
も
の

を
描
き
得
ね
ば

な
ら
な
い
」
、

ま
た
「
数
学
的
科
学
の
適
用
さ
れ
得
な

い
所
に
は
、
も
し
く
は
数
学
と
結
合
さ

れ
な
い
も
の
に
は
、
い
か
な
る
確
実
性

も
な
い
」
と
言
う
。 

　
そ
し
て
、
風
景
を
象
徴
的
な
意
味
付

け
な
し
に
、
ま
た
、
単
な
る
添
景
や
背

景
と
し
て
で
は
な
く
自
覚
的
に
風
景
そ

の
も
の
を
主
題
と
す
べ
き
も
の
と
し
た

の
は
恐
ら
く
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
始
ま
り
、

風
景
画
を
主
題
と
す
る
時
に
は
そ
れ
の

基
礎
と
な
る
科
学
は
単
な
る
数
学
で
は

な
く
自
然
科
学
に
拡
張
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

　
し
た
が
っ
て
一
切
を
描
こ
う
と
す
る

彼
は
、
算
術
、
幾
何
学
、
比
例
論
を
基

礎
に
し
て
自
然
科
学
―
―
光
学
、
力
学
、

生
物
学
、
地
理
学
―
―
を
探
究
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
お
い

て
は
芸
術
と
科
学
と
は
根
源
的
に
結
合

し
て
い
る
。 

 

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
は
専
門
家
と
し

て
の
科
学
者
は
存
在
せ
ず
、
学
者
と
言

え
ば
ス
コ
ラ
学
者
あ
る
い
は
人
文
学
者

で
あ
り
、
ケ
プ
ラ
ー
や
ガ
リ
レ
オ
が
出

現
す
る
の
は
さ
ら
に
一
〇
〇
年
後
で
あ

る
。
今
日
の
我
々
が
解
す
る
科
学
は
生

成
の
緒
に
つ
か
ん
と
し
て
い
た
に
過
ぎ

ず
、
近
代
の
新
し
い
科
学
が
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
を
通
じ
て
芸
術
か
ら
生
成
す
る
の

で
あ
る
。 

　
次
に
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
方
法
論
的
、

理
論
的
な
科
学
者
と
し
て
よ
り
も
偉
大

な
観
察
者
、
発
見
者
と
し
て
大
自
然
の

研
究
に
の
ぞ
ん
で
い
る
。 

　
し
か
し
、
単
に
直
感
的
観
察
者
で
な

く
、
こ
れ
を
通
じ
て
思
索
す
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
が
彼
を
体
系
的
実
験
家
た

ら
し
め
、
個
別
的
な
現
象
を
支
配
し
て

い
る
一
般
的
な
原
理
の
探
究
に
進
む
の

で
あ
る
。 

　
そ
し
て
、
〝
す
べ
て
の
現
象
の
根
底

は
変
化
と
運
動
で
あ
る
〞
と
い
う
洞
察

に
到
達
し
、
研
究
の
帰
趨
す
る
と
こ
ろ

が
「
流
動
」
と
「
連
続
」
に
な
る
時
、

そ
の
問
題
の
打
開
は
一
七
世
紀
ニ
ュ
ー

ト
ン
の
微
分
法
の
発
見
を
待
た
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
―
―
。 

　
本
書
に
出
会
っ
て
以
来
、
私
は
写
実

画
を
描
く
こ
と
が
恐
ろ
し
く
な
り
絵
筆

を
持
つ
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
一

方
、
物
事
を
深
く
観
察
・
分
析
し
、
思

索
す
る
決
意
を
固
め
た
の
だ
が
、
実
行

が
伴
っ
て
い
な
い
の
が
凡
夫
の
悲
し
さ

で
あ
る
。 
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インフォメーション 

労働図書館／資料センター受け入れ図書 

BOOK新刊ピックアップ 

（2003年12月に当機構資料センターが収蔵したおもな図書） 

『生涯現役の危機―― 
平成不況下における中高年の心理』 

桜美林大学教授／杉澤秀博他編 
（ワールドプランニング、本体2,190円） 

『コミュニティビジネスの時代―― 
ＮＰＯが変える産業、社会、そして個人』 

大阪大学教授／本間正明他著 
（岩波書店、本体2,200円） 

『若者はなぜ「決められない」か』 
評論家／長山靖生　著 
（筑摩書房、本体720円） 

開館時間：9:30～17:00 
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～１月４日）、その他　 
電話番号：03(5991)5032／FAX：03(5991)5659 
利用資格：閲覧はどなたでも自由にできます 
貸　　出：和書・洋書とも２週間、５冊までです 
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください 
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています 

　現在「フリーター」問題が労働問題の大き
な一角を占めている。昔から、高等遊民やモ
ラトリアム人間は存在していたが、それほど
注目されなかった。ひとえに、社会に与える
影響が無視しうるほどのものだったからであ
る。今日、400万人とも言われる一大勢力と
なり、現在及び将来社会への負担となる恐れ
が大となれば、「決められない若者＝フリー
ター」が社会問題とならざるをえない。しか
し、著者は、フリーターを問題視するのでは
なく、「生き方」の視点から温かく考察して
いる。 

　リストラ失業や過労死など、依然中高年を
取り巻く環境は深刻である。さらに、年金財
政の観点から、できるだけ長い就労も要請さ
れている。高齢者自身も、定年後に家庭にも
どっても定席はないとなれば、会社にしがみ
つくしかない。しかし、一生働き続けること
は不可能である。就労以外の生涯現役の姿、
社会や家族への貢献の仕方を模索しなければ
ならない。本書は、労働経済学的観点だけで
なく、心身の健康や自己実現等、総合的に生
涯現役社会実現の条件を分析している。 

　一条の光が射しかけているとはいえ、日本
経済停滞の時代はなお続き、日本再生に向け
た努力が続けられている。これが日本の実力
との諦念、現状で十分満足との知足の念を抱
くものは少ない。バイオもナノテクもＩＴも
頼りにならず、政府も、市場も限界があると
なれば、市民セクターが脚光を浴びることに
なる。しかし、ＮＰＯ、コミュニティビジネ
スの実力はどれほどのものなのか。社会への
新たなかかわり方をも変える可能性のあるも
のとして、ＮＰＯ事業＝コミュニティビジネ
スが多方面から分析されている。 
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